
 

 
 
 

平成 20年 12月 19日 
 

退職給付会計に係る実務基準の改定について 
 

(社)日本アクチュアリー会 
(社)日本年金数理人会 

   
 
日本アクチュアリー会及び日本年金数理人会（以下、「両会」という。）は、企業会計

基準委員会から平成 20年 7月 31日に公表された企業会計基準第 19号「『退職給付に係る
会計基準』の一部改正（その３）」をうけて、「退職給付会計に係る実務基準」（平成 11
年 9月 2日制定、平成 20年 2月 27日最終改定）の改定を検討してまいりましたが、両会
において実務基準の改定が承認されましたので、本日公表いたします。 
 
実務基準の改定にあたり、平成 20年 10月 1日に公開草案を公表し、平成 20年 11月 4
日までコメントの募集を行った後、両会に寄せられたコメントを検討し、公開草案の一部

修正を行ったうえで公表するにいたったものです。 
 

 



 

 

 

退職給付会計に係る実務基準の改定 

 

退職給付会計に係る実務基準について、次のとおり下線部分を削除し、赤字部分を追

加する。 

なお、適用日については、次のとおりとする。 

・2.2 項および付録Ⅰの改定については、企業会計基準第 19 号の第 3 項に定める適

用時期に準じる。 

・2.2 項および付録Ⅰ以外の改定については、本改定の公表日とする。 

 

2.2  割引率 
 

割引率の基礎とする｢安全性の高い長期の債券の利回り｣のうち、｢長期｣とは退職給

付の支払時までの平均残存期間を対象にする。なお、この｢長期｣に該当する債券が存

在しない場合、もしくは流通量が少ない場合には、妥当性を考慮した上で、それに準

ずる期間の債券の利回りを基礎とすることができるものとする。また、当該期間の金

利水準の推計値を利用することも考えられるが、その場合にはその推計方法等の妥当

性に十分留意する必要がある。 
また、｢一定期間の債券の利回り変動を考慮｣して割引率を設定する場合には、特段

の理由のない限り、当該債券の概ね 5年以内の実績値のうち、その最大値から最小値
の範囲内で合理的に定めることがその水準の妥当性を判断する一つの基準になるもの

と考えられる。 
 

  (注)会計上の割引率とは現価計算に用いる利率のことをいう。なお、日本公認会計士協
会から公表された｢退職給付会計に関する実務指針(中間報告)｣(以下、｢日本公認会
計士協会の実務指針｣という。)によれば、割引率の基礎としては、退職給付の支払
時までの平均残存期間を対象にすることを原則としているものの、実務上の観点か

ら、従業員の平均残存勤務期間に近似した年数を基にすることも認められている。 
 

3.7 合理的な計算方法の採用 

退職給付債務や勤務費用の計算において、計算結果に大きな差異が生じない場合

には、例えば以下に示すような合理的な計算方法を用いることができるものとする。 

(1) 個々の従業員ごとに計算するのではなく、年齢、勤続年数などによりグループ

分けし、いわゆる群団計算を行う。 

(2) 厚生年金基金制度および確定給付企業年金制度に含まれる役員部分を区分しな

いで計算する。 

(3) 退職予想日を年１回特定の日とみなして割引計算を行う。 



 

(4) 各期の昇給が年１回特定の日とみなして計算する。 

(5) 計算基準日時点における年齢や勤続年数に生じる１年未満の端数月を、全員一

律の月数とみなして計算する。 

(6) 従業員全体の退職給付債務と比較して極めて少額となる特定の職種、あるいは

特定の給付部分に対して、要支給額を補正するなどの簡便な方法で計算する。 

(7) 各期の年金の支払いが特定の日にまとめて支給されるものとみなして計算する。 

(8) 割引率（再評価率等）のみが異なる複数の計算結果の関係を用いて、信頼度に

考慮した合理的な補正方法により、それら以外の割引率（再評価率等）による計

算結果を求める。 

      （注）割引率に関する具体的な補正方法は付録に例示してある。 

 

付録 

   
Ⅰ．基礎率の算定方法 
３ ．割引率について 

 
割引率の決定までのプロセス例としては次のようなものがある。 

(1)退職給付支払いまでの平均残存期間が 15年である。国債を基準に割引率を設定する 
こととしたが、該当する国債の流通量が少ないことから、十分な流通量のある残存期間 
10年の国債の利回り 2.425％を基準にして、割引率は 2.5％とした。 
(2)退職給付支払いまでの平均残存期間が 21年である。そこで 20年国債の過去 5年の 
利回りを調べると 2.3％～4.5％に分布しており、直近の利回りは 2.5％であった。今後 
の金利情勢を鑑みると直近値はボトムに近いと判断し、過去の変動も踏まえ近い将来に 
は 4.0％水準まで上昇するものと考えて、これを割引率に用いた。 

 
４３．期待運用収益率について 
５４．予定一時金選択率について 

 
Ⅵ．割引率に関する合理的な補正計算方法（例示） 
 
    実務基準 3.7 の（8）に記載されている「信頼度に考慮した合理的な補正方法」には、

次のような方法が考えられる。 

    なお、いずれの方法においても、実際の計算結果と補正計算で得た結果の間に大きな

差異が生じないように、補正元となる複数の割引率の計算を行う際には、当該割引率の

幅（以下、「補正幅」という。）に留意する必要がある。（別表２を参照） 

    また、補正計算において外分補正を行うことがあるが、この場合には、補正値が実際

数値を下回ること、及び、内分補正に比較して精度が低いことに留意する必要がある。

（別表３を参照） 



 

 

（1） 直線補間により補正計算する方法 （以下、「線形補間方式」という。） 

 

        割引率 i％の退職給付債務（i）・勤務費用（i）は、割引率 p％と割引率 q％の退

職給付債務（p）,（q）・勤務費用（p）,（q）の計算結果を用いて以下の通り補正

を行う。 

 

〔退職給付債務〕 

退職給付債務（i） 

＝（退職給付債務（q）－ 退職給付債務（p））×（i-p）/（q-p） 

   ＋退職給付債務（p） 

 

〔勤務費用〕 

勤務費用（i） 

＝（勤務費用（q）－ 勤務費用（p））×（i-p）/（q-p） 

           ＋勤務費用（p） 

 

（2） 平均割引期間の概念を用いた近似式を使用する方法（以下、「対数補間方式」と

いう。） 

 

        割引率 i％の退職給付債務（i）・勤務費用（i）は、割引率 p％と割引率 q％の退

職給付債務（p）,（q）・勤務費用（p）,（q）の計算結果を用いて以下の通り補正

を行う。 

 

〔退職給付債務〕 

退職給付債務（i）＝退職給付債務（p）×（（1+p/100）÷（1+ｉ/100））n 

但し、 

n＝log（退職給付債務（p）÷退職給付債務（q）） 

÷log（（1+q/100）÷（1+p/100）） 

 

〔勤務費用〕 

勤務費用（i）＝勤務費用（p）×（（1+p/100）÷（1+i/100））m 

但し、 

m＝log（勤務費用（p）÷勤務費用（q））÷log（（1+q/100）÷（1+p/100）） 



 

 
別表１  期末において割引率の変更を必要としない範囲 
 

別表２  補正幅の違いによる補正精度の比較 
 
評価する企業の給付設計・計算基礎率・人員構成等により、補正精度は異なる。以下で

は参考のため、ある計算基礎率と人員構成を想定したうえで、２つの給付設計例に関する

精度を示している。具体的な事例では必ずしも設例に示す精度とならないことに留意を要

する。 
                                           
【設例１】退職一時金制度 
 

１．制度内容 

給付額（一時金） ＝  勤続年数 × 100,000 円 

 

  ２．計算基礎率   

・予定退職率  ：次表の率 

 

・予定死亡率  ：平成 17 年 3 月 10 日付厚生労働省告示による確定給付企業年金に使

用される率 

 

３．人員構成     

上記計算基礎率に基づく定常人口 （従業員数 2,000 人） 



 

 

補正結果と実際の計算結果との乖離（退職給付債務） 

 

 



 

 
【設例２】企業年金制度 
 

１．制度内容 

・給付額（年金）  

＝  勤続年数 × 100,000 円 ÷ 143.94943（利率 3.0％・15 年確定現価率） 

        × 脱退時年齢に応じた次の率 

 

 

・60 歳開始 15 年保証期間付終身年金  

 

２．計算基礎率   

・予定退職率   ： 設例１と同じ 

・予定死亡率   ： 平成 17 年 3 月 10 日付厚生労働省告示による確定給付企業年金

に使用される率 

・予定一時金選択率  ： ０.０％（全員が年金を全部選択する前提） 

 

３．人員構成    上記計算基礎率に基づく定常人口（※） （従業員数 2,000 人） 

      ※  年金者が存在しない定常人口を想定 

 



 

 

補正結果と実際の計算結果との乖離（退職給付債務） 

 

   

   
 



 

別表３  内分補正と外分補正の補正精度の比較              
 
評価する企業の給付設計・計算基礎率・人員構成等により、補正精度は異なる。以下で

は参考のため、ある計算基礎率と人員構成を想定したうえで、２つの給付設計例に関する

精度を示している。具体的な事例では必ずしも設例に示す精度とならないことに留意を要

する。 
                             

【設例１】退職一時金制度（内容は別表２の設例１と同じ） 

補正結果と実際の計算結果との乖離（退職給付債務） 

 ○  割引率 2.0％と 2.5％の計算結果を使用して補正 

 

○  割引率 2.0％と 3.0％の計算結果を使用して補正 



 

 

【設例２】企業年金制度（内容は別表の設例２と同じ） 

補正結果と実際の計算結果との乖離（退職給付債務） 

 

○  割引率 2.0％と 2.5％の計算結果を使用して補正 

 
○  割引率 2.0％と 3.0％の計算結果を使用して補正 

 
                                                                     以    上 
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退職給付会計に係る実務基準 

 
この実務基準は、財務諸表への計上を目的として、企業会計審議会から公表されている

「退職給付に係る会計基準」（企業会計基準委員会による改正を含む。以下、「会計基準」

という。）に基づき、企業等からの依頼により退職給付に係る会計上の債務・費用の評価

を行う場合や、会計監査人（以下、「監査人」という。）等からの依頼により評価結果の

確認を行う場合に、社団法人日本アクチュアリー会の正会員および社団法人日本年金数理

人会の正会員(以下、「会員」と総称する。)が準拠すべきものである。 
 
第１節 一般的事項 
 
1.1   会員の役割 
 

 会員の役割は、企業または監査人など(以下、｢依頼者｣という。)からの依頼に基づ
き、自らのアクチュアリー技術･知識をもって、退職給付に係る会計上の債務･費用の

評価を行い、あるいは評価結果の確認を行うことである。特に、基礎率の設定等につ

いては、適切な情報提供を行うとともに、積極的に助言や意見を行い、依頼者の決定

に資するものとする。 
 
1.2   誠実義務の遵守 
 

 会員は、常に公正な立場を堅持し、評価すべき退職給付制度に関する諸規定に基づ

いて、専門家として求められる高度な水準の知識を基礎として十分な注意を払い、退

職給付に係る会計上の債務･費用の評価や評価結果の確認を行うものとする。 
 

1.3   業務責任の明示 
 

 会員は、評価や確認を行った結果を依頼者に報告する場合、あるいは基礎率の設定

等について助言や意見を行う場合には、自己の氏名と資格を明示しなければならない。 
また、会員は、報告書等を作成する場合には、専門家として負うべき責任の範囲を

明らかにしなければならない。特に、評価を行うための情報や使用するデータの信頼

性が不足していたり、依頼者が提示した前提条件に合理性が欠けるなど、本目的に即

した適正な評価ができない虞れがある場合には、報告書にその旨を記載し、所見を付

すものとする。 
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1.4   守秘義務の遵守 
 

会員は、退職給付に係る会計上の債務･費用の評価や評価結果の確認を行う上で知り

得た秘密を、正当な理由がなく他に漏らしたり、他の目的に利用してはならない。 
 
1.5   本実務基準の位置付け 
 

本実務基準は、専門家として評価業務を行うにあたっての実務内容を標準化したも

のであり、本実務基準に従って評価や確認を行うことは、｢専門家として求められる高

度な水準の知識を基礎として十分な注意を払った｣ことになる。 
なお、本実務基準に定めた方法以外の特例的な取扱いを行う場合には、その旨を明

らかにした上で業務を行うものとする。 
 
第２節 数理計算において用いる予測数値 
 
2.1  基礎率の合理的な設定についての考え方 
 

基礎率は退職給付に係る会計上の債務･費用の評価を行うにあたって極めて重要な

要素となることから、その設定は合理的に行う必要がある。基礎率については経済変

数的なものと人口統計的なものとに分類することができる。 
経済変数的な基礎率とは、割引率、期待運用収益率、予定昇給率のうちベースアッ

プに相当する部分など、経済のインフレ率や成長率を反映するものである。当該基礎

率の設定にあたっては、将来のインフレ率や成長率の前提のもとに、相互に矛盾のな

いものとすることが必要である。例えば、低インフレ率や低成長率を前提に期待運用

収益率を低く設定したにもかかわらず、ベースアップ率を高く見込むことは合理的で

ない場合がある。なお、これらの基礎率の設定にあたっては、現在および過去の実績

データのみに依拠せず、市場関係者間で共有されている予測数値なども参考とすべき

である。 
人口統計的な基礎率とは、予定退職率、予定死亡率、予定昇給率のうち定期昇給に

相当する部分、予定一時金選択率など、人員集団全体としての特性を反映するもので

ある。それぞれの算出方法としては、その集団の現在および過去の実績データを用い

て算定する企業年金の数理実務で行われている一般的な方法があり、これらを利用す

ることは基本的には妥当であると考えられる。会員は、当該退職給付制度の特性や実

績データなどに基づき、これらの合理的な方法を利用しつつ、将来の予測を行うとい

う観点からの専門性をもって、適正な基礎率を算定することが必要である。 
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  (注)基礎率の算定方法については付録に記載してある。 
 
2.2  割引率 
 

割引率の基礎とする｢安全性の高い長期の債券の利回り｣のうち、｢長期｣とは退職給

付の支払時までの平均残存期間を対象にする。 
 

  (注)会計上の割引率とは現価計算に用いる利率のことをいう。なお、日本公認会計士協
会から公表された｢退職給付会計に関する実務指針(中間報告)｣(以下、｢日本公認会
計士協会の実務指針｣という。)によれば、割引率の基礎としては、退職給付の支払
時までの平均残存期間を対象にすることを原則としているものの、実務上の観点か

ら、従業員の平均残存勤務期間に近似した年数を基にすることも認められている。 
 
2.3  期待運用収益率 
 

期待運用収益率は、期首の年金資産に対して見込むことのできるその年度の運用収

益率であり、時価ベースの実質運用収益率(運用報酬等控除後の運用収益率)に対応す

るものである。したがって、基本的にはその年度の年金資産のアセットミックスや運

用方針に基づいて、当該年度の期待運用収益率を算定することになる。 

なお、一般には、短期間の運用収益率を予測することは長期間の平均的なものを予

測することよりも困難であると考えられているため、期待運用収益率としては、合理

的な根拠に基づく市場や経済環境の予測等を基礎にした長期的なものを用いること

ができるものとする。 

 
2.4  予定退職率 
 

予定退職率については、企業年金の数理実務において一般に使用されている方法に

準じて算定することは妥当であると考えられる。この場合、実績データを基礎に算定

するものの、将来の退職率の変動が合理的に予見できる場合は、その見込みに基づい

て補正を行うことが必要である。 
なお、実績データが存在しなかったり、予定退職率算定の母集団が十分に大きくな

いなど、過去の実績に基づいて算定することが困難な場合には、業種･規模の類似する

他企業(親会社等を含む。)の統計実績を用いるなどの方法もやむを得ないものと考え
られる。 
また、従業員全員の退職が見込まれる最終年齢については、通常は定年年齢とする

ことになる。 
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2.5  予定昇給率 
 

予定昇給率のうち定期昇給に相当する部分(ベースアップ以外の昇給であり、勤務の
継続に応じて昇給する部分などを指している。)の見込みについては、企業年金の数理
実務として年齢別に算定する方法(静態的な見込み)が一般的に用いられており、これ
に準じて算定することは妥当であると考えられる。 
また、毎年のベースアップについても、退職給付に反映させることが明確になって

おり、かつ今後のインフレ率等の見込みから合理的に予測できる場合には、予定昇給

率の中に含めることが必要である。退職給付制度の中には、定期昇給とベースアップ

を分離して考えることが適当でない場合や、年俸制等のため、静態的な見込みを行う

ことが困難な場合があるが、このような場合には、過去の昇給実績や依頼企業の昇給

に係る運営方針などを勘案して、定期昇給とベースアップを区別せずに一体として昇

給を見込むこともできるものとする。 
なお、依頼企業の給与体系の変更等により、実績データに依拠することが妥当でな

い場合は、依頼者より給与規定の変更内容や昇給モデルなど、十分な情報収集を行っ

た上で算定することが必要である。 
 
2.6  予定死亡率 
 

予定死亡率については、個々の企業の実績よりも国民全体の生命表を基準にして設

定する方法が一般的であり、合理性が高いと考えられる。したがって、予定死亡率は、

原則として企業年金制度で使用されている死亡率や直近の国民生命表に基づく死亡率

を使用するものとし、当該企業の過去の実績に基づく死亡率については、極めて大規

模の企業で十分な実績値が利用できるなど、明らかにその方が合理的である場合に限

って使用することができるものとする。 
なお、死亡率は通常、男女別に定められているが、退職給付債務や勤務費用の評価

は必ずしも男女別に行う必要がない場合もある。例えば、退職給付債務に占める男子

の割合が高い場合や死亡率の影響を余り受けない制度の場合には男子の死亡率を採用

するなど、いずれか一方の死亡率を用いることも合理的であると考えられる。 
 
2.7  予定一時金選択率 

 
年金による退職給付で一時金選択が認められており、予定一時金選択率を過去の実

績から合理的に算定できる場合には、当該率を計算の基礎として用いることが必要で

ある。 
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なお、予定一時金選択率の算定が困難である場合には、退職給付見込額が最大とな

る受給方法を前提にして、退職給付債務や勤務費用の評価を行うことができるものと

する。 
 
(注)予定一時金選択率を過去の実績から合理的に算定できる場合とは、過去の実績が
安定的･継続的であり、今後も同じ傾向が続くものと想定できる場合である。 

 
2.8  キャッシュバランス制度の再評価および額の改定に用いる率 
 

キャッシュバランス制度における給付の額は、定額または給与の額などに一定の割

合を乗ずる方法により算定したもの(以下、「拠出付与額」という。)を、定率や国債の
利回り、あるいはそれらの組合せなどの指標によって再評価し、その累計額を規約で

定める率(年金現価率)で除して決定されている。また、年金として支給する給付の額
について、規約で定めるところにより、同様の指標によって額の改定を行っている制

度もある。これらの制度の退職給付債務や勤務費用を評価する際には、将来の給付額

を見積る上で、計算基礎の一つとして再評価や額の改定に用いる指標(以下、「再評価
率等」という。)の予測を行う必要がある。本実務基準において、再評価率等の将来予
測値は、経済変数的な基礎率に位置付けられる。 
再評価率等の将来予測値の設定方法としては、評価時点での指標やその過去の平均

値を用いる方法のほか、市場や経済環境の将来の見通しに基づいた予測値を用いる方

法などが合理的なものと考えられる。 
 

2.9  複数制度を採用している場合の合理的な基礎率の設定 
 

複数制度を採用している場合、予定退職率については同一のものを使用することを

原則とするが、例えば、厚生年金基金制度において基本部分と加算部分の対象とする

従業員の範囲が大幅に異なるなど、別々に計算することに合理的な理由があると考え

られる場合には、各制度ごとに算定することもできるものとする。また、予定死亡率

についても、業務上死亡の発生の可能性が明らかに異なるなど合理的な理由がある場

合を除いて、原則としては各制度に同一のものを使用する必要がある。 
なお、企業年金制度と退職金制度で対象となる従業員の範囲が基本的に同一である

場合(退職金制度を全部移行している企業年金制度の場合を含む。)には、企業年金制
度の財政運営で使用している予定退職率を、両制度に係る会計上の債務･費用の評価に

そのまま用いることができるものとする。その場合、当該予定退職率の中には、安全

割掛け等の保守的な見込みを行っているものもあり、会計上の評価に用いることの妥

当性については検証が必要である。 



- 6 - 

また、予定昇給率についても、企業年金制度と退職金制度で対象となる給与が同じ

である場合には、企業年金制度の財政運営で使用しているものを、両制度に係る会計

上の債務･費用の評価にそのまま用いることができるものとする。 
 
2.10  複数事業主制度を採用している場合などの合理的な基礎率の設定 
 

予定退職率は個別企業ごとに算定することを原則とするが、連結決算対象等の企業

集団において、企業間の人事交流があるために会社間異動の影響を排除する場合や各

企業で同様の退職率を有すると考えられる場合など、企業集団全体で退職率を算定す

ることが合理的であると考えられる場合には、当該取扱いによる予定退職率を用いる

ことができるものとする。 
なお、予定退職率が企業集団の主要な企業のみで算定されており、当該企業集団に

属するが当該退職率の算定対象でない企業であっても、統計データ数が少なかったり、

統計データの収集が困難である場合や人事交流が多いなどの理由により適正に算定で

きない場合には、当該予定退職率を使用することができるものとする。この場合、同

様の退職率を有するとみなせるかどうかなど、この予定退職率を使用することについ

ての妥当性の検証は必要である。 
また、予定昇給率についても、企業間の給与水準等の格差を検証した上で、企業集

団全体ないしは一部の企業集団で算出したものを使用しても合理的であると考えられ

る場合には、当該取扱いによる予定昇給率を用いることができるものとする。 
 

2.11  基礎率変更の重要性基準 
 

経済変数的な基礎率については、インフレ水準等の経済環境の変化に応じて、基本

的には見直していくことが必要であるが、その変化が軽微であると考えられる場合に

は、重要性基準に従って見直しを行わないことができる。特に、割引率については、

前期末に用いた割引率による退職給付債務と比較して、期末に算定した割引率による

ものが 10％以上変動することはないと推定される場合には、その見直しを行わないこ
とができることになっている。 
人口統計的な基礎率については、人員集団に大幅な変動がない限り、毎年度の変動

は軽微であると考えられることから、企業年金制度における財政再計算と同様に、一

定期間ごとに見直しを行う方法を採用していくことが妥当であると考えられる。 
 
  (注)前期末の割引率と退職給付支払時までの平均残存期間に応じて、期末に算定した割

引率が付録の別表に示されている範囲内である場合には、割引率の変更を要しない

場合の目安として利用することができる。 
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第３節 退職給付債務および勤務費用等の計算手法 
 
3.1  適用範囲 
 

会計上の債務･費用の評価を行う退職給付は、一定の期間にわたり労働を提供したこ

と等の事由に基づいて退職以後に従業員に支給される給付であり、必ずしも成文化さ

れていることを要しているわけではない。したがって、対象となる退職給付の範囲に

ついては、依頼者と十分に協議することが必要である。 
 

3.2  退職給付債務の計算手順 
 

退職給付債務の計算は、原則として個々の従業員ごとに次の手順で行う。 

(1) 現時点から最終年齢(一般には定年年齢)時点までの各年度ごとに、様々な退職事

由で退職すると仮定した場合の退職給付額を算定する。 

(2) 各年度ごとに算定される退職事由別の退職給付額に、退職事由別の退職確率を乗

じて、退職事由別の退職給付見込額を算定する。 

(3) 各年度ごとに算定される退職事由別の退職給付見込額に、期末までに発生してい

ると認められる額の割合を乗じて、退職給付見込額のうち期末までの発生額を算

定する。 

(4) 退職給付見込額のうち期末までの発生額に対して、各年度の退職時点から現時点

までの期間の割引計算を行い、現在価値を算定する。 

(5) 各年度別、退職事由別に算定した現在価値をすべて合計する。 

なお、加入資格要件や最低受給資格要件を満たさない従業員に対しても、基本的に

は当該退職給付制度に係る退職給付債務は計算する必要があることに留意する。 

また、年金受給者等(年金受給待期者を含む。以下同じ。)に係る退職給付債務につ

いては、上記の従業員の計算に用いた基礎率と同一のものを使用して、原則として個

人ごとに現時点における年金現価額(給付現価額)を計算することになる。 

さらに、退職給付制度に係る未払給付がある場合には、基本的には当該金額を退職

給付債務に含める処理を行うことが一般的であると考えられる。 

 

  (注)具体的な計算式については付録に記載してある。 

 

3.3  退職給付額の計算 
 

退職給付の算定式が退職時の給与や資格に基づいている場合には、各年度ごとの退
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職時の当該要素を合理的に推定し、退職給付額の計算を行う必要がある。また、年金

による退職給付の場合には、退職給付額として退職時における年金現価額を用いるも

のとし、さらに一時金選択が認められており、かつその選択の可能性を合理的に見積

ることができる場合には、選択一時金額と年金現価額をその選択割合で加重計算した

ものを退職給付額として用いることになる。 

なお、臨時に支給される退職給付等で退職前にその支給額の一部が予測できること

となった場合には、当該期末から計算に含めることが必要である。 

 

3.4  期末までに発生していると認められる額の割合 
 

期末までに発生していると認められる額の割合を計算する方法として、基本的には

以下の４つの方法がある。 
 

3.4.1  勤務期間を基準とする方法(期間定額基準) 
 

期末までに発生していると認められる額の割合として、｢退職時点までの勤務期

間｣に対する｢現在時点までの勤務期間｣の割合を用いるものであり、会計基準で原

則としている方法である。 

試用期間や他社勤務期間などを過去勤務年数とみなして退職給付額を決定して

いる場合には、勤務期間にこれらの期間を含めることが必要である。 

なお、加入期間に基づいて給付額を決定する退職給付制度で以下のような場合

には、重要性基準を考慮した上で当該部分に限り、加入期間を用いて当該割合を

算定することができるものとする。 

(1) 加入資格は入社即時であるが、制度設立前の勤務期間を退職給付の算出基礎

にしていない場合 

(2) 加入資格に年齢条件がある場合 

(3) 従業員の拠出部分がある場合 

また、退職給付の打切り支給を行っている場合には、打切り支給後の期間は勤

務期間に含めないことになる。 

 

3.4.2  給与総額を基準とする方法(給与基準) 
 

期末までに発生していると認められる額の割合として、｢退職時点までの勤務期

間にわたる総給与額｣に対する｢現在時点までの勤務期間にわたる総給与額｣の割

合を用いる方法である。 

全勤務期間の給与額を体系的に定めており、退職給付の算定基礎となる各期の
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給与額に各期の労働の対価が合理的に反映されていると認められる場合には、当

該方法を用いることができるものとする。 

なお、配分に用いる給与としては、退職給付の算定に使用されている給与と同

じものを使用し、また、退職給付の算定に複数の給与を使用している制度の場合

には、それぞれの給与を用いて配分することが必要である。 

 

(注)全勤務期間の給与額を体系的に定めている給与の例としては、生涯給与を合理

的に推定できる等級別の給与テーブルがあり、合理的で実現性の高いモデル給

与ないしはモデル昇進体系が利用できる場合などがある。 

 

3.4.3  支給倍率を基準とする方法(支給倍率基準) 
 

期末までに発生していると認められる額の割合として、｢退職時点における支給

倍率｣に対する｢現在時点における支給倍率｣の割合を用いる方法である。 

退職事由や勤続年数による給付の増分の格差が僅少であったり、頭打ちを含め

支給倍率が前加重となっている場合や、業務内容の専門性･複雑性を重視して支給

倍率が設定されている場合などにあって、支給倍率の増加が各期の労働の対価を

合理的に反映していると認められる場合には、当該方法を用いることができるも

のとする。 

なお、支給倍率が労働の対価を合理的に反映していない例としては以下のよう

な場合があるが、(3)にあっては初めて給付が行われるまでの期間、(4)にあって

は特定の勤続や年齢までの期間の支給倍率について適切な補正を行えば、当該方

法を用いることもできるものとする。 

(1) 勤続年数の増加に伴い支給倍率が減少する場合 

(2) 支給倍率が明らかに後加重となっている場合 

(3) 短期勤続の退職者に対して給付がない場合 

(4) 特定の勤続や年齢の前後において支給倍率に大幅な格差がある場合 

 

3.4.4  ポイント累計を基準とする方法(ポイント基準) 
 

期末までに発生していると認められる額の割合として、｢退職時点までの勤務期

間にわたるポイント累計｣に対する｢現在時点までの勤務期間にわたるポイント累

計｣の割合を用いる方法である。 

適格退職年金制度、厚生年金基金制度および確定給付企業年金制度で認められ

ているポイント制の要件を満たしているなど、そのポイントの増加が各期の労働

の対価を合理的に反映していると認められる場合には、当該方法を用いることが
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できるものとする。 

なお、キャッシュバランス制度の実態によっては、拠出付与額の再評価後の累

計額を本節のポイント累計の一種とみなすことにより、当該方法を用いることも

できるが、その場合には、ポイント相当額の増加が各期の労働の対価を合理的に

反映していると認められることが必要である。 

 

3.5  勤務費用の計算方法 
 

勤務費用は、退職給付見込額のうち当期の発生額を算定して、3.2(退職給付債務の
計算手順)と同様の手順によって行った計算結果に、期末までの利息を加味したものと
する。 

その場合、退職給付見込額のうち当期の発生額は、退職給付見込額に｢当期に発生し

ていると認められる額の割合｣を乗じて算定することになるが、当該割合については退

職給付債務の計算方法と連動して以下の４つの方法がある。 

(1) 勤務期間を基準とする方法(期間定額基準) 

当期に発生していると認められる額の割合として、｢退職時点までの勤務期間｣

に対する｢当期の勤務期間｣の割合を用いる方法である。 

(2) 給与総額を基準とする方法(給与基準) 

当期に発生していると認められる額の割合として、｢退職時点までの勤務期間

にわたる総給与額｣に対する｢当期の総給与額｣の割合を用いる方法である。 

(3) 支給倍率を基準とする方法(支給倍率基準) 

当期に発生していると認められる額の割合として、｢退職時点における支給倍

率｣に対する｢当期の支給倍率の増加分｣の割合を用いる方法である。 

(4) ポイント累計を基準とする方法(ポイント基準) 

当期に発生していると認められる額の割合として、｢退職時点までの勤務期間

にわたるポイント累計｣に対する｢当期のポイント累計｣の割合を用いる方法であ

る。 

なお、勤務費用の計算は、基本的には期首時点のデータと基礎率に基づいて行うこ

とに留意する必要がある。 

 

  (注)具体的な計算式については付録に記載してある。 

 

3.6  利息費用と期待運用収益の計算方法 
 

利息費用は期首の退職給付債務に割引率を乗じ、期待運用収益は期首の年金資産に

期待運用収益率を乗じて計算することになる。 
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3.7  合理的な計算方法の採用 
 

退職給付債務や勤務費用の計算において、計算結果に大きな差異が生じない場合に

は、例えば以下に示すような合理的な計算方法を用いることができるものとする。 

(1) 個々の従業員ごとに計算するのではなく、年齢、勤続年数などによりグループ分

けし、いわゆる群団計算を行う。 

(2) 厚生年金基金制度および確定給付企業年金制度に含まれる役員部分を区分しな

いで計算する。 

(3) 退職予想日を年１回特定の日とみなして割引計算を行う。 

(4) 各期の昇給が年１回特定の日とみなして計算する。 

(5) 計算基準日時点における年齢や勤続年数に生じる１年未満の端数月を、全員一律

の月数とみなして計算する。 

(6) 従業員全体の退職給付債務と比較して極めて少額となる特定の職種、あるいは特

定の給付部分に対して、要支給額を補正するなどの簡便な方法で計算する。 

(7) 各期の年金の支払いが特定の日にまとめて支給されるものとみなして計算する。 

(8) 割引率（再評価率等）が異なる複数の計算結果の関係を用いて、信頼度に考慮し

た合理的な補正方法により、それら以外の割引率（再評価率等）による計算結果

を求める。 

（注）割引率に関する具体的な補正方法は付録に例示してある。 

 

3.8  退職給付債務および勤務費用の評価に用いるデータ等の基準日 
 

当期末の退職給付債務および翌期の勤務費用(以下、「退職給付債務等」という。)

の評価に用いるデータ等の基準日については、毎期継続して使用することを前提に、

貸借対照表日の概ね１年前までの一定日とすることができるものとする。 

この場合、データ等の基準日から貸借対照表日までの期間(以下、「調整期間」とい

う。)における退職給付債務等の増減については、合理的な調整を行う必要がある。 

調整方法としては、例えば、次のような方法が考えられるが、いずれにしても、一

旦採用した方法は毎期継続して使用する必要がある。 

 

  (注)データ等の基準日とは、計算対象となった従業員等のデータ基準日の他、調整前の

退職給付債務等の評価基準日を含むものとする。また、合理的な調整には、データ

の補正の他、当年度の昇給の織込み等が含まれるので留意する必要がある。 

 

(1) データ等の基準日を貸借対照表日前の一定日としている場合 



- 12 - 

 調整期間中に発生する勤務費用、利息費用および給付支払額を用いて、次の算

式に基づき、調整前の退職給付債務等の評価基準日で算定された退職給付債務等

から貸借対照表日の退職給付債務等を算出する。 

   

貸借対照表日の退職給付債務 

 

貸借対照表日の翌期の勤務費用 

 

 (注)ｎは調整期間とし、また、調整期間中の給付支払額には予定の金額を用いる

ことができるものとする。 

 

(2) 計算対象となった従業員等のデータ基準日は貸借対照表日前の一定日とするが、

退職給付債務等の評価基準日は貸借対照表日としている場合 

 この場合、既に退職給付債務等の評価が貸借対照表日で行われているため、調

整期間中に異動したデータのみに係る退職給付債務等を補正することにより調

整を行う。 

 

貸借対照表日の退職給付債務 

   ＝ データ基準日のデータによる貸借対照表日の退職給付債務 

    ±異動データに係る退職給付債務 

 

貸借対照表日の翌期の勤務費用 

   ＝ データ基準日のデータによる貸借対照表日の翌期の勤務費用 

±異動データに係る翌期の勤務費用 

 

(注)調整期間中の新入者に係る補正の影響が軽微であると考えられる場合は、退

職者に係る異動データのみによって調整することができる。また、当該者に

係る退職給付債務として給付支払額の実績を用いることができるものとする。

さらに、調整期間中に予定されている定年退職者等については事前に除外し

額－調整期間の給付支払

－ｎ
１＋割引率

１ｎ
年間の勤務費用ら翌＋同上の評価基準日か

ｎ
１＋割引率調整前の退職給付債務

12
1212

1

12

×
××

⎟
⎠
⎞

⎜
⎝
⎛ ××=

⎟
⎠
⎞

⎜
⎝
⎛ ××=

12
1 ｎ

１＋割引率年間の勤務費用評価基準日から翌
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ておく方法も考えられる。 

 

なお、上記(1)および(2)において、調整期間中の異動データによる補正の影響が全

体として軽微であると考えられる場合には、調整そのものを省略することもできるも

のとする。 

また、調整期間中に発生した重要事項により、算出された退職給付債務等に反映さ

れない額が大きいと予想される場合には、データ等の基準日または当該重要事項の調

整方法について検討を行うものとする。 

 
3.9  平均残存勤務期間の計算方法 
 

従業員の平均残存勤務期間は、退職給付債務の評価に使用した予定退職率と予定死

亡率を用いて、現役の従業員集団について算定するものとする。 
また、平均残存勤務期間は原則として従業員全体に係るものを算定し、基礎率が複

数ある場合には人数比等による加重平均を行って算出するものとする。 
なお、平均残存勤務期間の算定にあたっても、3.8(退職給付債務および勤務費用の
評価に用いるデータ等の基準日)を準用することができるものとする。 

 
  (注)具体的な計算式については付録に記載してある。なお、日本公認会計士協会の実務

指針によれば、平均残存勤務期間の計算方法としては、予定退職率と予定死亡率を

用いることを原則としているものの、実務上の観点から、定年年齢等の標準的な退

職年齢から貸借対照表日現在の平均年齢を控除して算定する方法も認められている。 

 
第４節 報告 
 
4.1  報告に関する基本的な考え方 
 

会員は、評価結果に対する依頼者の信頼に応えるため、評価結果に関する適切な報

告を文書で行う必要がある。 
 
 
 

4.2  評価結果の報告 
 
依頼された内容と提出されたデータなどに基づいて評価を行った退職給付債務、勤

務費用および平均残存勤務期間の評価結果を報告するとともに、対象とした退職給付



- 14 - 

制度の種類、退職給付見込額の期間配分方法、ならびに使用したデータ(データ基準日、
人数、給与等)と基礎率が依頼内容等に基づくものであることを明らかにする。 
なお、使用データの報告形式としては、特に必要のある場合を除き、合計値や平均

値等の代表的な数値を示すに留めることができるものとする。 
 

4.3  その他明示すべき事項 
 

退職給付債務等の評価や基礎率の算定を行うにあたり、特に留意すべき事項等があ

る場合には、評価結果の報告に加えてその旨を依頼者に明示するものとする。例えば、

評価対象外とした退職給付がある場合や合理的な計算法を用いた場合、また異常デー

タを除外して予定退職率を算定した場合などには、その旨を明らかにする必要がある。 
また、評価を行うための情報や使用するデータの信頼性が不足していたり、依頼者

が提示した前提条件に合理性が欠けるなど、適正な評価ができない虞れがある場合に

は、その旨を明らかにし、所見を付すものとする。 
 

 
第５節 その他 

 
5.1 中小企業退職金共済制度等との調整 
 

退職金制度の内枠で中小企業退職金共済制度等（以下、「中退共等」という。）を採

用しており、中退共等からの給付額を控除して退職金制度からの給付を行う場合、退

職金制度のうち中退共等からの給付額を控除した部分に係る退職給付債務については、

退職金制度の退職給付債務から中退共等における要支給額を控除した額とし、勤務費

用については退職金制度の勤務費用から中退共等の要拠出額を控除した額とすること

が考えられる。 
 
5.2  過去勤務債務の計算方法 
 

過去勤務債務は退職給付水準の改訂等により発生した退職給付債務の増加または減

少部分であり、改訂前後の制度内容によるそれぞれの退職給付債務の差額として、制

度改訂日時点で算定することになる。 
なお、過去勤務債務の算定にあたっては、貸借対照表日を制度改訂日と読み替えて、

第３節の 3.8（退職給付債務および勤務費用の評価に用いるデータ等の基準日）を準
用することができるものとする。 
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5.3  複数事業主制度における年金受給者等に係る退職給付債務の計算方法 
 

各年金受給者等に係る退職給付債務については、原則として脱退時に属していた事

業主の債務とみなすものとする。 

ただし、脱退時の事業主に帰属させることが適当でなかったり、あるいは消滅等に

よって帰属させるべき事業主が存在しないなどの場合には、以下に例示する方法等に

より、各事業主に属する年金受給者等に係る退職給付債務とすることができるものと

する。 

(1) 年金財政計算における数理債務から未償却過去勤務債務を控除した額のうち加

入員に係る額について、制度全体の額と当該事業主の加入員に係る額との比率

を計算し、当該比率により年金受給者等に係る退職給付債務の総額を按分して

得られた額を、当該事業主の年金受給者等に係る退職給付債務とする。 

(2) 年金財政計算における数理債務のうち加入員に係る額について、制度全体の額

と当該事業主の加入員に係る額との比率を計算し、当該比率により年金受給者

等に係る退職給付債務の総額を按分して得られた額を、当該事業主の年金受給

者等に係る退職給付債務とする。 

(3) 当該制度で定められている年金財政計算により発生した過去勤務債務の事業主

の負担割合により、年金受給者等に係る退職給付債務の総額を按分して得られ

た額を、当該事業主の年金受給者等に係る退職給付債務とする。 

なお、当該計算方法の設定にあたっては、その影響等について依頼者に十分な説明

を行っておくことが必要である。 

 

(注)｢年金財政計算における数理債務｣とは、年金制度における将来の給付現価から将

来の標準掛金による収入現価を控除した額をいう。 
 
5.4  厚生年金基金の代行部分に係る注記の取扱い 

 
「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(内閣府令)のガイドライン
『「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」の取扱いに関する留意事項に

ついて』により、厚生年金基金の代行部分について、「厚生年金基金制度における代行

部分に係る退職給付債務及び年金資産又は責任準備金」を注記することができるとさ

れている。 
「代行部分に係る退職給付債務」については、原則として貸借対照表日時点で施行

されている法律に基づく代行給付(仮に厚生年金基金がなかったとしたら、国が老齢厚
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生年金として追加して払わねばならない年金給付)を対象に算定するものとする。 
「代行部分に係る年金資産」については、財政運営上も代行部分に係る責任準備金

として確保することが要請されている最低責任準備金の額を用いることが望ましいも

のとする。 
また、複数事業主制度において、加入する事業主ごとに年金資産を配分し会計処理

を行う場合には、各事業主ごとの最低責任準備金の額の計算にあたっては、年金資産

の配分方法との整合性に留意する必要がある。 
なお、最低責任準備金の額の算定にあたっては、第３節の 3.8(退職給付債務および
勤務費用の評価に用いるデータ等の基準日)を規定した主旨と同様の理由により、貸借
対照表日前に算定された額を用いる等合理的な方法による推定計算を行うことができ

るものとする。 
 

5.5  厚生年金基金の代行部分返上に関する取扱い 
 
代行部分返上に関する会計処理を行うために必要となる「代行部分に係る退職給付

債務」等の算定方法については、以下のとおりとする。  
(1) 「代行部分に係る退職給付債務」については、「貸借対照表日時点」を「将来分
返上認可の日」、「過去分返上認可の日」または「期末日」と読み替えて、5.4(厚
生年金基金の代行部分に係る注記の取扱い)に規定されている内容に準じて取
り扱うものとする。なお、将来分支給義務免除の認可を受けた場合には、当該

認可の日より年金給付の支給に関する義務を免れている部分については、退職

給付債務の算定の対象にならないことに留意する必要がある。  
(2) 「代行部分に係る年金資産の返還相当額」(最低責任準備金額)の算定方法につい
ては、5.4(厚生年金基金の代行部分に係る注記の取扱い)に規定されている内容
に準じて取り扱うものとする。  

 
5.6  ｢併せ給付｣等の退職給付債務の計算方法 

 
適格退職年金制度において給付減額が行われて「併せ給付」となる場合や退職一時

金制度を廃止して過去勤務に係る部分を退職時に支払う場合などのように、給付額が

過去勤務期間のみにより算定され、将来勤務期間による変動がなく(据置き中の付利は
除く。)、支払時期のみが確定していない場合には、当該部分の退職給付債務として、
給付現価額を用いることができるものとする。 

 
5.7  退職給付制度の終了の会計処理適用時における退職給付債務等の算定 
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退職給付制度の終了の会計処理が適用される場合には、終了した部分に係る退職給

付債務を、終了前の計算基礎に基づいて数理計算した退職給付債務と終了後の計算基

礎に基づいて数理計算した退職給付債務との差額として、終了の時点で算定すること

とされている。 
この算定にあたっては、貸借対照表日を終了の時点と読み替えて、第３節の 3.8(退
職給付債務および勤務費用の評価に用いるデータ等の基準日)を準用することができ
るものとする。また、大量退職によって退職給付制度の終了の会計処理が適用される

場合では、終了前の退職給付債務については終了の時点において大量退職がなかった

として算定を行い、終了後については大量退職があったとして算定を行うものとする。 
なお、大量退職のように人員集団に大幅な変動がある場合には、上記の準用規定を

用いる退職給付債務の算定方法の妥当性や、基礎率の見直しの検討を要する場合があ

ることに留意する必要がある。 
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Ⅰ．基礎率の算定方法 
 

1． 予定退職率について 
 
予定退職率を算定するにあたっての基本的な考え方は次のとおりである。 

 
(1)予定退職率は原則として同一企業で一つとし、年齢別に定めること。 
 

(注)明らかに性質の異なる集団が共存している場合などでは、これらを区分して、算
定することができるものとする。また、年齢別に算定することを原則とするが、

当該方法が適当でない場合には、勤続年数別など集団の特性に適合した方法も用

いることができるものとする。 
 

(2)予定退職率は従業員の在職および退職の実績に基づいて算定された実績値またはこ
れを補整した数値とすること。 

 
(注)統計資料の偶発的な要素や変動を排除して、実績値(＝粗製退職率)を補整する方
法としては、例えば、5 点移動平均法やグレヴィルの補整式による方法などがあ
る。 

 
(3)予定退職率は直近 3 年間以上の従業員の在職および退職の実績に基づいて算定する
こと。 

 
(注)異常年度の退職実績を使用しない等の処理を行う場合には、必ずしも連続した 3
年間以上とは限らないことになる。なお、異常退職の実績が把握できる場合は、

当該異常退職データのみを除外する取扱いもできるものとする。 
 

(4)補整する前の粗製退職率算定段階での死亡退職者の取扱いについては、次のいずれか
の方法によること。 

 
①内枠方式 
 
死亡退職者を含む退職者の実績に基づいて算定した総退職率から、別に定める予定

死亡率を控除したものを生存退職率とする方法。 
 
②外枠方式 
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死亡退職者を除く退職者の実績に基づいて算定した退職率を生存退職率とする方

法。 
 
   (注)内枠方式で予定死亡率を控除した結果が負になる年齢がある場合は、その年齢に

おける退職率はゼロとする。 
 

(5)実績退職率の水準、傾向、安定性または将来の動向(見込み)等を考慮して、必要と認
める場合は、予定退職率の割(増)掛け等による補正を行うこともできること。 

 
(6)予定退職率は、企業年金制度の財政再計算と同様に一定の期間、または従業員数の大
幅な変動の場合など必要に応じて変更するまでの間、不変とできること。 

 
2． 予定昇給率について 

 
予定昇給率を算定するにあたっての基本的な考え方は次のとおりである。 
なお、予定昇給率のうち将来の給与水準の変動を｢ベースアップ｣と呼び、ベースアッ

プを見込まない場合の給与の年齢間推移を｢静態的昇給率｣と呼ぶことにする。 
 
(1)静態的昇給率は原則として退職給付算定基礎となる給与別･年齢別に定めること。 

 
(注)退職給付算定基礎となる給与が類似している場合などでは、これらを区別せずに、
算定することができるものとする。また、年齢別に算定することを原則とするが、

当該方法が適当でない場合には、勤続年数別など集団の特性に適合した方法も用

いることができるものとする。 
 

(2)静態的昇給率は、在職従業員の統計資料から抽出して得られる年齢別の粗平均給与に
対して、補整を施したもの(＝年齢別補整給与)を基礎に算定すること。 

 
(注)統計資料の偶発的な要素や変動を排除して、実績値(＝粗平均給与)を補整する方
法としては、例えば、最小自乗法やグレヴィルの補整式による方法などがある。 

 
(3)予定昇給率に将来のベースアップを反映させる場合には、企業の将来見通しに基礎を
置くものとするが、その水準については長期的視点に立ったものであることに留意す

ること。 
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(4)ベースアップに起因する数理計算上の差異の発生状況が退職給付債務の見込みに対
して無視できないものと判断され、今後も同程度以上のベースアップの発生が見込ま

れる場合には、予定昇給率にベースアップを見込むことが望ましいこと。 
 

(5)ベースアップを見込んだ予定昇給率を算定する方法としては、静態的昇給率を予め算
定し、これに純ベースアップ分を考慮する方法が一般的であるが、この方法の他、合

理的にベースアップを直接織込む方法なども用いることができること。 
 

(6)予定昇給率は、企業年金制度の財政再計算と同様に一定の期間、または退職給付の基
礎となる給与体系の大幅な変動の場合など必要に応じて変更するまでの間、不変とで

きること。 
 

3． 期待運用収益率について 
 

期待運用収益率の算定例としては次のようなものがある。 
 

(1)年金資産の運用方針を定めている場合、その運用方針において定める基本ポートフォ
リオの期待運用収益率を用いること。 

 

(2)保有する年金資産のアセットミックスに大幅な変動がない場合には、保有資産の過去 
の運用実績等に基づく期待運用収益率を用いること。 

 

 

 
4． 予定一時金選択率について 

 
予定一時金選択率の算定例としては次のようなものがある。 
 

(1) 過去 3 年間に年金受給資格を得て退職した者に関する実際の一時金選択割合の単純
平均を用いること。 

 
(2) 過去 3年間に年金受給資格を得て退職した者に関する実際の選択一時金取得総額の、
全員が選択一時金を取得した場合の選択一時金総額に対する割合を用いること。 
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Ⅱ．退職給付債務等の計算式(例示) 
 

1． 記号の定義 

 
2． 計算式(例示) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

翌期の利息費用

翌期の勤務費用

当期末の退職給付債務

れる額の割合発生していると認めらのうち、当期末までに

の割合ていると認められる額のうち、翌期に発生し

給付見込額で退職した場合の退職年後に退職事由年の者の歳現在

による退職確率年後までの退職事由年後から歳の者の現在

累積額年後の給付算定給与の年の者の歳現在

定額式の場合１）年後の給付算定給与年の者の歳現在

倍率で退職した場合の支給年勤務して、退職事由
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ここで、 tPBO , 1

1＋tP , 2
1＋tP  の間には、予定どおりに推移した場合、基本的に次の関係

式が成り立っている。 

  

   1+tPBO  ＝ tPBO  ＋ 1
1＋tP  ＋ 2

1＋tP  － 翌期の予定給付 
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Ⅲ．平均残存勤務期間の計算式(例示) 

 
平均残存勤務期間は、現役従業員集団に対して予定退職率と予定死亡率を用いて、次

の計算式により算定する。 

 
なお、割引率の決定の基礎に退職時と退職給付の支払時の差を反映させる場合には、

平均残存勤務期間に次の平均支払期間を加えるものとする。 
(1) 年金の種類が確定年金の場合 

 
(2) 年金の種類が(保証期間付)終身年金の場合 
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Ⅳ．定率法により費用処理を行う場合の下限の率 
 

                  
                       （９０％を費用処理する場合） 

費用処理期間 
   （年）    率（下限） 費用処理期間 

   （年）   率（下限） 

     １    ０．９００     ２１   ０．１０４ 

     ２    ０．６８４     ２２   ０．０９９ 

     ３    ０．５３６     ２３   ０．０９５ 

     ４    ０．４３８     ２４   ０．０９１ 

     ５    ０．３６９     ２５   ０．０８８ 

     ６    ０．３１９     ２６   ０．０８５ 

     ７    ０．２８０     ２７   ０．０８２ 

     ８    ０．２５０     ２８   ０．０７９ 

     ９    ０．２２６     ２９   ０．０７６ 

    １０    ０．２０６     ３０   ０．０７４ 

    １１    ０．１８９     ３１   ０．０７２ 

    １２    ０．１７５     ３２   ０．０６９ 

    １３    ０．１６２     ３３   ０．０６７ 

    １４    ０．１５２     ３４   ０．０６５ 

    １５    ０．１４２     ３５   ０．０６４ 

    １６    ０．１３４     ３６   ０．０６２ 

    １７    ０．１２７     ３７   ０．０６０ 

    １８    ０．１２０     ３８   ０．０５９ 

    １９    ０．１１４     ３９   ０．０５７ 

    ２０    ０．１０９     ４０   ０．０５６ 
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Ⅴ．報告書(例示) 

 
 

評価結果報告書(報告項目の例示) 
平成＊年＊月＊日 

＊＊＊＊株式会社 
   ＊＊＊＊殿 

社団法人＊＊会正会員 ＊＊＊＊(印) 
                         (所属法人名：＊＊＊＊株式会社) 

 
 ご依頼の内容に基づき、平成＊年＊月＊日に貴社から提出された従業員データ等を用い、

社団法人＊＊会の定める｢退職給付会計に係る実務基準｣に則って評価した結果を以下のと

おりご報告します。 
 

記 
 
1． 評価対象とした退職給付制度の種類 
退職金制度および適格退職年金制度 

 
2． 退職給付見込額の期間配分方法 
勤務期間を基準とする方法 

 
3． 評価基準日 
平成＊年＊月＊日 

 
4． 評価基準日現在における評価結果 

(1) 退職給付債務    ：  ＊＊＊，＊＊＊，＊＊＊千円 
                    （必要に応じて退職給付制度ごとの内訳） 

(2) 翌期の勤務費用  ：  ＊＊＊，＊＊＊，＊＊＊千円 
                    （必要に応じて退職給付制度ごとの内訳） 

(3) 平均残存勤務期間：                    ＊＊年 
 
5． 使用データ 

(1) データ基準日  ：平成＊年＊月＊日 
(2) 従業員          ：人数          ＊＊＊，＊＊＊人 

                      平均給与月額  ＊＊＊，＊＊＊円 
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                      平均年齢                ＊＊歳 
                      平均勤務期間            ＊＊年 

(3) 年金受給者      ：人数          ＊＊＊，＊＊＊人 
                      平均年齢                ＊＊歳 
            平均年金月額  ＊＊＊，＊＊＊円 
 
6． 基礎率 

(1) 割引率          ：年＊．＊％ 
(2) 計算上の最終年齢：＊＊歳 
(3) 予定死亡率      ：（採用した予定死亡率の出所を記載） 
(4) 予定退職率      ：評価基準日現在における適格退職年金制度の予定退職率 

平均退職率  年＊．＊％ 
別添資料＊参照（この例示では別添資料を省略している。） 

(5) 予定昇給率      ：①定期昇給分 
                       評価基準日現在における適格退職年金制度の予定昇給率 
                       平均昇給率  年＊．＊％ 
                      別添資料＊参照（この例示では別添資料を省略している。） 

②ベースアップ分 
年＊．＊％ 

(6) 予定一時金選択率：＊＊％ 
 

7． 留意事項 
退職金規程＊条に規定される退職給付は、合理的に予測することが困難なため、退職

給付債務、勤務費用の評価を行うにあたり除外している。 
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Ⅵ．割引率に関する合理的な補正計算方法（例示） 
 
実務基準 3.7 の（8）に記載されている「信頼度に考慮した合理的な補正方法」には、

次のような方法が考えられる。 

なお、いずれの方法においても、実際の計算結果と補正計算で得た結果の間に大きな差

異が生じないように、補正元となる複数の割引率の計算を行う際には、当該割引率の幅（以

下、「補正幅」という。）に留意する必要がある。（別表２を参照） 

また、補正計算において外分補正を行うことがあるが、この場合には、補正値が実際数

値を下回ること、及び、内分補正に比較して精度が低いことに留意する必要がある。（別表

３を参照） 

 

（1） 直線補間により補正計算する方法 （以下、「線形補間方式」という。） 

 

        割引率 i％の退職給付債務（i）・勤務費用（i）は、割引率 p％と割引率 q％の退

職給付債務（p）,（q）・勤務費用（p）,（q）の計算結果を用いて以下の通り補正

を行う。 

 

〔退職給付債務〕 

退職給付債務（i） 

＝（退職給付債務（q）－ 退職給付債務（p））×（i-p）/（q-p） 

   ＋退職給付債務（p） 

 

〔勤務費用〕 

勤務費用（i） 

＝（勤務費用（q）－ 勤務費用（p））×（i-p）/（q-p） 

           ＋勤務費用（p） 

 

（2） 平均割引期間の概念を用いた近似式を使用する方法（以下、「対数補間方式」と

いう。） 

 

        割引率 i％の退職給付債務（i）・勤務費用（i）は、割引率 p％と割引率 q％の退

職給付債務（p）,（q）・勤務費用（p）,（q）の計算結果を用いて以下の通り補正

を行う。 

 

〔退職給付債務〕 

退職給付債務（i）＝退職給付債務（p）×（（1+p/100）÷（1+ｉ/100））n 
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但し、 

n＝log（退職給付債務（p）÷退職給付債務（q）） 

÷log（（1+q/100）÷（1+p/100）） 

 

〔勤務費用〕 

勤務費用（i）＝勤務費用（p）×（（1+p/100）÷（1+i/100））m 

但し、 

m＝log（勤務費用（p）÷勤務費用（q））÷log（（1+q/100）÷（1+p/100）） 
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別表１ 

期末において割引率の変更を必要としない範囲 

 
   前  期  末  の  割  引  率 

   1.0% 1.1% 1.2% 1.3% 1.4% 1.5% 1.6% 1.7% 1.8% 1.9% 2.0% 

 1 年  ～ 12.2  ～ 12.3  ～12.4  ～ 12.5  ～ 12.6  ～ 12.7  ～12.8  ～ 13.0  ～ 13.1  ～ 13.2  ～ 13.3

 2   ～ 6.4  ～ 6.5  ～ 6.6  ～ 6.7  ～ 6.8  ～ 6.9  ～ 7.0  ～ 7.2  ～ 7.3  ～ 7.4  ～ 7.5

 3   ～ 4.6  ～ 4.7  ～ 4.8  ～ 4.9  ～ 5.0  ～ 5.1  ～ 5.2  ～ 5.3  ～ 5.4  ～ 5.5  ～ 5.6

 4   ～ 3.6  ～ 3.7  ～ 3.9  ～ 4.0  ～ 4.1  ～ 4.2  ～ 4.3  ～ 4.4  ～ 4.5  ～ 4.6  ～ 4.7

退 5   ～ 3.1  ～ 3.2  ～ 3.3  ～ 3.4  ～ 3.5  ～ 3.6  ～ 3.7  ～ 3.8  ～ 3.9  ～ 4.0 0.1 ～ 4.1

 6   ～ 2.7  ～ 2.8  ～ 2.9  ～ 3.0  ～ 3.1  ～ 3.2  ～ 3.3 0.1 ～ 3.5 0.2 ～ 3.6 0.3 ～ 3.7 0.4 ～ 3.8

職 7   ～ 2.5  ～ 2.6  ～ 2.7  ～ 2.8 0.1 ～ 2.9 0.2 ～ 3.0 0.3 ～ 3.1 0.4 ～ 3.2 0.5 ～ 3.3 0.6 ～ 3.4 0.7 ～ 3.5

 8   ～ 2.3  ～ 2.4 0.1 ～ 2.5 0.2 ～ 2.6 0.2 ～ 2.7 0.3 ～ 2.8 0.4 ～ 2.9 0.5 ～ 3.0 0.6 ～ 3.1 0.7 ～ 3.2 0.8 ～ 3.3

給 9   ～ 2.1 0.1 ～ 2.2 0.2 ～ 2.3 0.3 ～ 2.4 0.4 ～ 2.5 0.5 ～ 2.6 0.6 ～ 2.7 0.7 ～ 2.8 0.8 ～ 2.9 0.9 ～ 3.0 1.0 ～ 3.2

 10  0.1 ～ 2.0 0.2 ～ 2.1 0.3 ～ 2.2 0.4 ～ 2.3 0.5 ～ 2.4 0.6 ～ 2.5 0.7 ～ 2.6 0.8 ～ 2.7 0.9 ～ 2.8 1.0 ～ 2.9 1.1 ～ 3.0

付 11  0.2 ～ 1.9 0.3 ～ 2.0 0.4 ～ 2.1 0.5 ～ 2.2 0.6 ～ 2.3 0.7 ～ 2.4 0.8 ～ 2.5 0.9 ～ 2.6 1.0 ～ 2.7 1.1 ～ 2.8 1.2 ～ 2.9

 12  0.3 ～ 1.8 0.4 ～ 1.9 0.4 ～ 2.0 0.5 ～ 2.1 0.6 ～ 2.2 0.7 ～ 2.3 0.8 ～ 2.4 0.9 ～ 2.5 1.0 ～ 2.6 1.1 ～ 2.7 1.2 ～ 2.8

支 13  0.3 ～ 1.8 0.4 ～ 1.9 0.5 ～ 2.0 0.6 ～ 2.1 0.7 ～ 2.2 0.8 ～ 2.3 0.9 ～ 2.4 1.0 ～ 2.5 1.1 ～ 2.6 1.2 ～ 2.7 1.3 ～ 2.8

 14  0.4 ～ 1.7 0.5 ～ 1.8 0.6 ～ 1.9 0.7 ～ 2.0 0.8 ～ 2.1 0.9 ～ 2.2 1.0 ～ 2.3 1.1 ～ 2.4 1.2 ～ 2.5 1.3 ～ 2.6 1.4 ～ 2.7

払 15  0.4 ～ 1.7 0.5 ～ 1.8 0.6 ～ 1.9 0.7 ～ 2.0 0.8 ～ 2.1 0.9 ～ 2.2 1.0 ～ 2.3 1.1 ～ 2.4 1.2 ～ 2.5 1.3 ～ 2.6 1.4 ～ 2.7

 16  0.5 ～ 1.6 0.5 ～ 1.7 0.6 ～ 1.8 0.7 ～ 1.9 0.8 ～ 2.0 0.9 ～ 2.1 1.0 ～ 2.2 1.1 ～ 2.3 1.2 ～ 2.4 1.3 ～ 2.5 1.4 ～ 2.6

時 17  0.5 ～ 1.6 0.6 ～ 1.7 0.7 ～ 1.8 0.8 ～ 1.9 0.9 ～ 2.0 1.0 ～ 2.1 1.1 ～ 2.2 1.2 ～ 2.3 1.3 ～ 2.4 1.4 ～ 2.5 1.5 ～ 2.6

 18  0.5 ～ 1.5 0.6 ～ 1.6 0.7 ～ 1.7 0.8 ～ 1.8 0.9 ～ 1.9 1.0 ～ 2.0 1.1 ～ 2.1 1.2 ～ 2.2 1.3 ～ 2.3 1.4 ～ 2.4 1.5 ～ 2.5

ま 19  0.5 ～ 1.5 0.6 ～ 1.6 0.7 ～ 1.7 0.8 ～ 1.8 0.9 ～ 1.9 1.0 ～ 2.0 1.1 ～ 2.1 1.2 ～ 2.2 1.3 ～ 2.3 1.4 ～ 2.4 1.5 ～ 2.5

 20  0.6 ～ 1.5 0.7 ～ 1.6 0.8 ～ 1.7 0.9 ～ 1.8 1.0 ～ 1.9 1.1 ～ 2.0 1.2 ～ 2.1 1.3 ～ 2.2 1.4 ～ 2.3 1.5 ～ 2.4 1.6 ～ 2.5

で 21  0.6 ～ 1.5 0.7 ～ 1.6 0.8 ～ 1.7 0.9 ～ 1.8 1.0 ～ 1.9 1.1 ～ 2.0 1.2 ～ 2.1 1.3 ～ 2.2 1.4 ～ 2.3 1.5 ～ 2.4 1.6 ～ 2.5

 22  0.6 ～ 1.4 0.7 ～ 1.5 0.8 ～ 1.6 0.9 ～ 1.7 1.0 ～ 1.8 1.1 ～ 1.9 1.2 ～ 2.0 1.3 ～ 2.1 1.4 ～ 2.2 1.5 ～ 2.3 1.6 ～ 2.4

の 23  0.6 ～ 1.4 0.7 ～ 1.5 0.8 ～ 1.6 0.9 ～ 1.7 1.0 ～ 1.8 1.1 ～ 1.9 1.2 ～ 2.0 1.3 ～ 2.1 1.4 ～ 2.2 1.5 ～ 2.3 1.6 ～ 2.4

 24  0.6 ～ 1.4 0.7 ～ 1.5 0.8 ～ 1.6 0.9 ～ 1.7 1.0 ～ 1.8 1.1 ～ 1.9 1.2 ～ 2.0 1.3 ～ 2.1 1.4 ～ 2.2 1.5 ～ 2.3 1.6 ～ 2.4

平 25  0.7 ～ 1.4 0.8 ～ 1.5 0.9 ～ 1.6 1.0 ～ 1.7 1.1 ～ 1.8 1.2 ～ 1.9 1.3 ～ 2.0 1.4 ～ 2.1 1.5 ～ 2.2 1.6 ～ 2.3 1.7 ～ 2.4

 26  0.7 ～ 1.4 0.8 ～ 1.5 0.9 ～ 1.6 1.0 ～ 1.7 1.1 ～ 1.8 1.2 ～ 1.9 1.3 ～ 2.0 1.4 ～ 2.1 1.5 ～ 2.2 1.6 ～ 2.3 1.7 ～ 2.4

均 27  0.7 ～ 1.3 0.8 ～ 1.4 0.9 ～ 1.5 1.0 ～ 1.6 1.1 ～ 1.7 1.2 ～ 1.8 1.3 ～ 1.9 1.4 ～ 2.0 1.5 ～ 2.1 1.6 ～ 2.2 1.7 ～ 2.3

 28  0.7 ～ 1.3 0.8 ～ 1.4 0.9 ～ 1.5 1.0 ～ 1.6 1.1 ～ 1.7 1.2 ～ 1.8 1.3 ～ 1.9 1.4 ～ 2.0 1.5 ～ 2.1 1.6 ～ 2.2 1.7 ～ 2.3

残 29  0.7 ～ 1.3 0.8 ～ 1.4 0.9 ～ 1.5 1.0 ～ 1.6 1.1 ～ 1.7 1.2 ～ 1.8 1.3 ～ 1.9 1.4 ～ 2.0 1.5 ～ 2.1 1.6 ～ 2.2 1.7 ～ 2.3

 30  0.7 ～ 1.3 0.8 ～ 1.4 0.9 ～ 1.5 1.0 ～ 1.6 1.1 ～ 1.7 1.2 ～ 1.8 1.3 ～ 1.9 1.4 ～ 2.0 1.5 ～ 2.1 1.6 ～ 2.2 1.7 ～ 2.3

存 31  0.7 ～ 1.3 0.8 ～ 1.4 0.9 ～ 1.5 1.0 ～ 1.6 1.1 ～ 1.7 1.2 ～ 1.8 1.3 ～ 1.9 1.4 ～ 2.0 1.5 ～ 2.1 1.6 ～ 2.2 1.7 ～ 2.3

 32  0.7 ～ 1.3 0.8 ～ 1.4 0.9 ～ 1.5 1.0 ～ 1.6 1.1 ～ 1.7 1.2 ～ 1.8 1.3 ～ 1.9 1.4 ～ 2.0 1.5 ～ 2.1 1.6 ～ 2.2 1.7 ～ 2.3

期 33  0.8 ～ 1.3 0.9 ～ 1.4 1.0 ～ 1.5 1.1 ～ 1.6 1.2 ～ 1.7 1.3 ～ 1.8 1.4 ～ 1.9 1.5 ～ 2.0 1.6 ～ 2.1 1.7 ～ 2.2 1.8 ～ 2.3

 34  0.8 ～ 1.3 0.9 ～ 1.4 1.0 ～ 1.5 1.1 ～ 1.6 1.2 ～ 1.7 1.3 ～ 1.8 1.4 ～ 1.9 1.5 ～ 2.0 1.6 ～ 2.1 1.7 ～ 2.2 1.8 ～ 2.3

間 35  0.8 ～ 1.3 0.9 ～ 1.4 1.0 ～ 1.5 1.1 ～ 1.6 1.2 ～ 1.7 1.3 ～ 1.8 1.4 ～ 1.9 1.5 ～ 2.0 1.6 ～ 2.1 1.7 ～ 2.2 1.8 ～ 2.3

 36  0.8 ～ 1.2 0.9 ～ 1.3 1.0 ～ 1.4 1.1 ～ 1.5 1.2 ～ 1.6 1.3 ～ 1.7 1.4 ～ 1.8 1.5 ～ 1.9 1.6 ～ 2.0 1.7 ～ 2.1 1.8 ～ 2.2

 37  0.8 ～ 1.2 0.9 ～ 1.3 1.0 ～ 1.4 1.1 ～ 1.5 1.2 ～ 1.6 1.3 ～ 1.7 1.4 ～ 1.8 1.5 ～ 1.9 1.6 ～ 2.0 1.7 ～ 2.1 1.8 ～ 2.2

 38  0.8 ～ 1.2 0.9 ～ 1.3 1.0 ～ 1.4 1.1 ～ 1.5 1.2 ～ 1.6 1.3 ～ 1.7 1.4 ～ 1.8 1.5 ～ 1.9 1.6 ～ 2.0 1.7 ～ 2.1 1.8 ～ 2.2

 39  0.8 ～ 1.2 0.9 ～ 1.3 1.0 ～ 1.4 1.1 ～ 1.5 1.2 ～ 1.6 1.3 ～ 1.7 1.4 ～ 1.8 1.5 ～ 1.9 1.6 ～ 2.0 1.7 ～ 2.1 1.8 ～ 2.2

 40  0.8 ～ 1.2 0.9 ～ 1.3 1.0 ～ 1.4 1.1 ～ 1.5 1.2 ～ 1.6 1.3 ～ 1.7 1.4 ～ 1.8 1.5 ～ 1.9 1.6 ～ 2.0 1.7 ～ 2.1 1.8 ～ 2.2
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   前  期  末  の  割  引  率 

   2.0% 2.1% 2.2% 2.3% 2.4% 2.5% 2.6% 2.7% 2.8% 2.9% 3.0% 

 1 年  ～ 13.3  ～ 13.4  ～13.5  ～ 13.6  ～ 13.7  ～ 13.8  ～14.0  ～ 14.1  ～ 14.2  ～ 14.3  ～ 14.4

 2   ～ 7.5  ～ 7.6  ～ 7.7  ～ 7.8  ～ 7.9  ～ 8.0  ～ 8.1  ～ 8.2  ～ 8.3  ～ 8.4  ～ 8.5

 3   ～ 5.6  ～ 5.7  ～ 5.8  ～ 5.9  ～ 6.0  ～ 6.1  ～ 6.2  ～ 6.3  ～ 6.4  ～ 6.5  ～ 6.6

 4   ～ 4.7  ～ 4.8  ～ 4.9  ～ 5.0  ～ 5.1 0.1 ～ 5.2 0.2 ～ 5.3 0.3 ～ 5.4 0.4 ～ 5.5 0.5 ～ 5.6 0.6 ～ 5.7

退 5  0.1 ～ 4.1 0.2 ～ 4.2 0.3 ～ 4.3 0.4 ～ 4.4 0.5 ～ 4.5 0.6 ～ 4.6 0.7 ～ 4.7 0.8 ～ 4.8 0.9 ～ 4.9 1.0 ～ 5.0 1.1 ～ 5.1

 6  0.4 ～ 3.8 0.5 ～ 3.9 0.6 ～ 4.0 0.7 ～ 4.1 0.8 ～ 4.2 0.9 ～ 4.3 1.0 ～ 4.4 1.1 ～ 4.5 1.2 ～ 4.6 1.3 ～ 4.7 1.4 ～ 4.8

職 7  0.7 ～ 3.5 0.8 ～ 3.6 0.9 ～ 3.7 1.0 ～ 3.8 1.1 ～ 3.9 1.2 ～ 4.0 1.3 ～ 4.1 1.4 ～ 4.2 1.5 ～ 4.3 1.6 ～ 4.4 1.7 ～ 4.5

 8  0.8 ～ 3.3 0.9 ～ 3.4 1.0 ～ 3.5 1.1 ～ 3.6 1.2 ～ 3.7 1.3 ～ 3.8 1.4 ～ 3.9 1.5 ～ 4.0 1.6 ～ 4.1 1.7 ～ 4.2 1.8 ～ 4.3

給 9  1.0 ～ 3.2 1.1 ～ 3.3 1.2 ～ 3.4 1.3 ～ 3.5 1.4 ～ 3.6 1.5 ～ 3.7 1.6 ～ 3.8 1.7 ～ 3.9 1.8 ～ 4.0 1.9 ～ 4.1 2.0 ～ 4.2

 10  1.1 ～ 3.0 1.2 ～ 3.1 1.3 ～ 3.2 1.4 ～ 3.3 1.5 ～ 3.4 1.6 ～ 3.5 1.7 ～ 3.6 1.8 ～ 3.7 1.9 ～ 3.8 2.0 ～ 3.9 2.1 ～ 4.0

付 11  1.2 ～ 2.9 1.3 ～ 3.0 1.4 ～ 3.1 1.5 ～ 3.2 1.6 ～ 3.3 1.7 ～ 3.4 1.8 ～ 3.5 1.9 ～ 3.6 2.0 ～ 3.7 2.1 ～ 3.8 2.2 ～ 3.9

 12  1.2 ～ 2.8 1.3 ～ 3.0 1.4 ～ 3.1 1.5 ～ 3.2 1.6 ～ 3.3 1.7 ～ 3.4 1.8 ～ 3.5 1.9 ～ 3.6 2.0 ～ 3.7 2.1 ～ 3.8 2.2 ～ 3.9

支 13  1.3 ～ 2.8 1.4 ～ 2.9 1.5 ～ 3.0 1.6 ～ 3.1 1.7 ～ 3.2 1.8 ～ 3.3 1.9 ～ 3.4 2.0 ～ 3.5 2.1 ～ 3.6 2.2 ～ 3.7 2.3 ～ 3.8

 14  1.4 ～ 2.7 1.5 ～ 2.8 1.6 ～ 2.9 1.7 ～ 3.0 1.8 ～ 3.1 1.9 ～ 3.2 2.0 ～ 3.3 2.1 ～ 3.4 2.2 ～ 3.5 2.3 ～ 3.6 2.4 ～ 3.7

払 15  1.4 ～ 2.7 1.5 ～ 2.8 1.6 ～ 2.9 1.7 ～ 3.0 1.8 ～ 3.1 1.9 ～ 3.2 2.0 ～ 3.3 2.1 ～ 3.4 2.2 ～ 3.5 2.3 ～ 3.6 2.4 ～ 3.7

 16  1.4 ～ 2.6 1.5 ～ 2.7 1.6 ～ 2.8 1.7 ～ 2.9 1.8 ～ 3.0 1.9 ～ 3.1 2.0 ～ 3.2 2.1 ～ 3.3 2.2 ～ 3.4 2.3 ～ 3.5 2.4 ～ 3.6

時 17  1.5 ～ 2.6 1.6 ～ 2.7 1.7 ～ 2.8 1.8 ～ 2.9 1.9 ～ 3.0 2.0 ～ 3.1 2.1 ～ 3.2 2.2 ～ 3.3 2.3 ～ 3.4 2.4 ～ 3.5 2.5 ～ 3.6

 18  1.5 ～ 2.5 1.6 ～ 2.6 1.7 ～ 2.7 1.8 ～ 2.9 1.9 ～ 3.0 2.0 ～ 3.1 2.1 ～ 3.2 2.2 ～ 3.3 2.3 ～ 3.4 2.4 ～ 3.5 2.5 ～ 3.6

ま 19  1.5 ～ 2.5 1.6 ～ 2.6 1.7 ～ 2.7 1.8 ～ 2.8 1.9 ～ 2.9 2.0 ～ 3.0 2.1 ～ 3.1 2.2 ～ 3.2 2.3 ～ 3.3 2.4 ～ 3.4 2.5 ～ 3.5

 20  1.6 ～ 2.5 1.7 ～ 2.6 1.8 ～ 2.7 1.9 ～ 2.8 2.0 ～ 2.9 2.1 ～ 3.0 2.2 ～ 3.1 2.3 ～ 3.2 2.4 ～ 3.3 2.5 ～ 3.4 2.6 ～ 3.5

で 21  1.6 ～ 2.5 1.7 ～ 2.6 1.8 ～ 2.7 1.9 ～ 2.8 2.0 ～ 2.9 2.1 ～ 3.0 2.2 ～ 3.1 2.3 ～ 3.2 2.4 ～ 3.3 2.5 ～ 3.4 2.6 ～ 3.5

 22  1.6 ～ 2.4 1.7 ～ 2.5 1.8 ～ 2.6 1.9 ～ 2.7 2.0 ～ 2.8 2.1 ～ 2.9 2.2 ～ 3.0 2.3 ～ 3.1 2.4 ～ 3.2 2.5 ～ 3.3 2.6 ～ 3.4

の 23  1.6 ～ 2.4 1.7 ～ 2.5 1.8 ～ 2.6 1.9 ～ 2.7 2.0 ～ 2.8 2.1 ～ 2.9 2.2 ～ 3.0 2.3 ～ 3.1 2.4 ～ 3.2 2.5 ～ 3.3 2.6 ～ 3.4

 24  1.6 ～ 2.4 1.7 ～ 2.5 1.8 ～ 2.6 1.9 ～ 2.7 2.0 ～ 2.8 2.1 ～ 2.9 2.2 ～ 3.0 2.3 ～ 3.1 2.4 ～ 3.2 2.5 ～ 3.3 2.6 ～ 3.4

平 25  1.7 ～ 2.4 1.8 ～ 2.5 1.9 ～ 2.6 2.0 ～ 2.7 2.1 ～ 2.8 2.2 ～ 2.9 2.3 ～ 3.0 2.4 ～ 3.1 2.5 ～ 3.2 2.6 ～ 3.3 2.7 ～ 3.4

 26  1.7 ～ 2.4 1.8 ～ 2.5 1.9 ～ 2.6 2.0 ～ 2.7 2.1 ～ 2.8 2.2 ～ 2.9 2.3 ～ 3.0 2.4 ～ 3.1 2.5 ～ 3.2 2.6 ～ 3.3 2.7 ～ 3.4

均 27  1.7 ～ 2.3 1.8 ～ 2.4 1.9 ～ 2.5 2.0 ～ 2.6 2.1 ～ 2.8 2.2 ～ 2.9 2.3 ～ 3.0 2.4 ～ 3.1 2.5 ～ 3.2 2.6 ～ 3.3 2.7 ～ 3.4

 28  1.7 ～ 2.3 1.8 ～ 2.4 1.9 ～ 2.5 2.0 ～ 2.6 2.1 ～ 2.7 2.2 ～ 2.8 2.3 ～ 2.9 2.4 ～ 3.0 2.5 ～ 3.1 2.6 ～ 3.2 2.7 ～ 3.3

残 29  1.7 ～ 2.3 1.8 ～ 2.4 1.9 ～ 2.5 2.0 ～ 2.6 2.1 ～ 2.7 2.2 ～ 2.8 2.3 ～ 2.9 2.4 ～ 3.0 2.5 ～ 3.1 2.6 ～ 3.2 2.7 ～ 3.3

 30  1.7 ～ 2.3 1.8 ～ 2.4 1.9 ～ 2.5 2.0 ～ 2.6 2.1 ～ 2.7 2.2 ～ 2.8 2.3 ～ 2.9 2.4 ～ 3.0 2.5 ～ 3.1 2.6 ～ 3.2 2.7 ～ 3.3

存 31  1.7 ～ 2.3 1.8 ～ 2.4 1.9 ～ 2.5 2.0 ～ 2.6 2.1 ～ 2.7 2.2 ～ 2.8 2.3 ～ 2.9 2.4 ～ 3.0 2.5 ～ 3.1 2.6 ～ 3.2 2.7 ～ 3.3

 32  1.7 ～ 2.3 1.8 ～ 2.4 1.9 ～ 2.5 2.0 ～ 2.6 2.1 ～ 2.7 2.2 ～ 2.8 2.3 ～ 2.9 2.4 ～ 3.0 2.5 ～ 3.1 2.6 ～ 3.2 2.7 ～ 3.3

期 33  1.8 ～ 2.3 1.9 ～ 2.4 2.0 ～ 2.5 2.1 ～ 2.6 2.2 ～ 2.7 2.3 ～ 2.8 2.4 ～ 2.9 2.5 ～ 3.0 2.6 ～ 3.1 2.7 ～ 3.2 2.8 ～ 3.3

 34  1.8 ～ 2.3 1.9 ～ 2.4 2.0 ～ 2.5 2.1 ～ 2.6 2.2 ～ 2.7 2.3 ～ 2.8 2.4 ～ 2.9 2.5 ～ 3.0 2.6 ～ 3.1 2.7 ～ 3.2 2.8 ～ 3.3

間 35  1.8 ～ 2.3 1.9 ～ 2.4 2.0 ～ 2.5 2.1 ～ 2.6 2.2 ～ 2.7 2.3 ～ 2.8 2.4 ～ 2.9 2.5 ～ 3.0 2.6 ～ 3.1 2.7 ～ 3.2 2.8 ～ 3.3

 36  1.8 ～ 2.2 1.9 ～ 2.3 2.0 ～ 2.4 2.1 ～ 2.5 2.2 ～ 2.7 2.3 ～ 2.8 2.4 ～ 2.9 2.5 ～ 3.0 2.6 ～ 3.1 2.7 ～ 3.2 2.8 ～ 3.3

 37  1.8 ～ 2.2 1.9 ～ 2.3 2.0 ～ 2.4 2.1 ～ 2.5 2.2 ～ 2.6 2.3 ～ 2.7 2.4 ～ 2.8 2.5 ～ 2.9 2.6 ～ 3.0 2.7 ～ 3.1 2.8 ～ 3.2

 38  1.8 ～ 2.2 1.9 ～ 2.3 2.0 ～ 2.4 2.1 ～ 2.5 2.2 ～ 2.6 2.3 ～ 2.7 2.4 ～ 2.8 2.5 ～ 2.9 2.6 ～ 3.0 2.7 ～ 3.1 2.8 ～ 3.2

 39  1.8 ～ 2.2 1.9 ～ 2.3 2.0 ～ 2.4 2.1 ～ 2.5 2.2 ～ 2.6 2.3 ～ 2.7 2.4 ～ 2.8 2.5 ～ 2.9 2.6 ～ 3.0 2.7 ～ 3.1 2.8 ～ 3.2

 40  1.8 ～ 2.2 1.9 ～ 2.3 2.0 ～ 2.4 2.1 ～ 2.5 2.2 ～ 2.6 2.3 ～ 2.7 2.4 ～ 2.8 2.5 ～ 2.9 2.6 ～ 3.0 2.7 ～ 3.1 2.8 ～ 3.2
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   前  期  末  の  割  引  率 

   3.0% 3.1% 3.2% 3.3% 3.4% 3.5% 3.6% 3.7% 3.8% 3.9% 4.0% 

 1 年  ～ 14.4  ～ 14.5  ～14.6  ～ 14.7  ～ 14.8  ～ 15.0  ～15.1  ～ 15.2  ～ 15.3  ～ 15.4  ～ 15.5

 2   ～ 8.5  ～ 8.6  ～ 8.7  ～ 8.8  ～ 8.9  ～ 9.0  ～ 9.2  ～ 9.3  ～ 9.4  ～ 9.5  ～ 9.6

 3   ～ 6.6  ～ 6.7  ～ 6.8 0.1 ～ 6.9 0.2 ～ 7.0 0.3 ～ 7.1 0.4 ～ 7.3 0.5 ～ 7.4 0.6 ～ 7.5 0.7 ～ 7.6 0.8 ～ 7.7

 4  0.6 ～ 5.7 0.7 ～ 5.8 0.8 ～ 5.9 0.9 ～ 6.0 1.0 ～ 6.1 1.1 ～ 6.2 1.2 ～ 6.3 1.3 ～ 6.4 1.4 ～ 6.5 1.5 ～ 6.6 1.6 ～ 6.7

退 5  1.1 ～ 5.1 1.2 ～ 5.2 1.3 ～ 5.3 1.4 ～ 5.4 1.5 ～ 5.6 1.6 ～ 5.7 1.7 ～ 5.8 1.8 ～ 5.9 1.9 ～ 6.0 2.0 ～ 6.1 2.1 ～ 6.2

 6  1.4 ～ 4.8 1.5 ～ 4.9 1.6 ～ 5.0 1.7 ～ 5.1 1.8 ～ 5.2 1.9 ～ 5.3 2.0 ～ 5.4 2.1 ～ 5.5 2.2 ～ 5.6 2.3 ～ 5.7 2.4 ～ 5.8

職 7  1.7 ～ 4.5 1.8 ～ 4.6 1.9 ～ 4.7 2.0 ～ 4.8 2.1 ～ 4.9 2.2 ～ 5.0 2.2 ～ 5.1 2.3 ～ 5.2 2.4 ～ 5.3 2.5 ～ 5.4 2.6 ～ 5.5

 8  1.8 ～ 4.3 1.9 ～ 4.4 2.0 ～ 4.5 2.1 ～ 4.6 2.2 ～ 4.7 2.3 ～ 4.8 2.4 ～ 4.9 2.5 ～ 5.0 2.6 ～ 5.1 2.7 ～ 5.2 2.8 ～ 5.3

給 9  2.0 ～ 4.2 2.1 ～ 4.3 2.2 ～ 4.4 2.3 ～ 4.5 2.4 ～ 4.6 2.5 ～ 4.7 2.6 ～ 4.8 2.7 ～ 4.9 2.8 ～ 5.0 2.9 ～ 5.1 3.0 ～ 5.2

 10  2.1 ～ 4.0 2.2 ～ 4.1 2.3 ～ 4.2 2.4 ～ 4.3 2.5 ～ 4.4 2.6 ～ 4.5 2.7 ～ 4.6 2.8 ～ 4.7 2.9 ～ 4.8 3.0 ～ 5.0 3.1 ～ 5.1

付 11  2.2 ～ 3.9 2.3 ～ 4.0 2.4 ～ 4.1 2.5 ～ 4.2 2.6 ～ 4.3 2.7 ～ 4.4 2.8 ～ 4.5 2.9 ～ 4.6 3.0 ～ 4.7 3.1 ～ 4.8 3.2 ～ 5.0

 12  2.2 ～ 3.9 2.3 ～ 4.0 2.4 ～ 4.1 2.5 ～ 4.2 2.6 ～ 4.3 2.7 ～ 4.4 2.8 ～ 4.5 2.9 ～ 4.6 3.0 ～ 4.7 3.1 ～ 4.8 3.2 ～ 4.9

支 13  2.3 ～ 3.8 2.4 ～ 3.9 2.5 ～ 4.0 2.6 ～ 4.1 2.7 ～ 4.2 2.8 ～ 4.3 2.9 ～ 4.4 3.0 ～ 4.5 3.1 ～ 4.6 3.2 ～ 4.7 3.3 ～ 4.8

 14  2.4 ～ 3.7 2.5 ～ 3.8 2.5 ～ 3.9 2.6 ～ 4.0 2.7 ～ 4.1 2.8 ～ 4.2 2.9 ～ 4.3 3.0 ～ 4.4 3.1 ～ 4.5 3.2 ～ 4.6 3.3 ～ 4.7

払 15  2.4 ～ 3.7 2.5 ～ 3.8 2.6 ～ 3.9 2.7 ～ 4.0 2.8 ～ 4.1 2.9 ～ 4.2 3.0 ～ 4.3 3.1 ～ 4.4 3.2 ～ 4.5 3.3 ～ 4.6 3.4 ～ 4.7

 16  2.4 ～ 3.6 2.5 ～ 3.7 2.6 ～ 3.8 2.7 ～ 3.9 2.8 ～ 4.0 2.9 ～ 4.1 3.0 ～ 4.2 3.1 ～ 4.3 3.2 ～ 4.4 3.3 ～ 4.5 3.4 ～ 4.6

時 17  2.5 ～ 3.6 2.6 ～ 3.7 2.7 ～ 3.8 2.8 ～ 3.9 2.9 ～ 4.0 3.0 ～ 4.1 3.1 ～ 4.2 3.2 ～ 4.3 3.3 ～ 4.4 3.4 ～ 4.5 3.5 ～ 4.6

 18  2.5 ～ 3.6 2.6 ～ 3.7 2.7 ～ 3.8 2.8 ～ 3.9 2.9 ～ 4.0 3.0 ～ 4.1 3.1 ～ 4.2 3.2 ～ 4.3 3.3 ～ 4.4 3.4 ～ 4.5 3.5 ～ 4.6

ま 19  2.5 ～ 3.5 2.6 ～ 3.6 2.7 ～ 3.7 2.8 ～ 3.8 2.9 ～ 3.9 3.0 ～ 4.0 3.1 ～ 4.1 3.2 ～ 4.2 3.3 ～ 4.3 3.4 ～ 4.4 3.5 ～ 4.5

 20  2.6 ～ 3.5 2.7 ～ 3.6 2.8 ～ 3.7 2.9 ～ 3.8 3.0 ～ 3.9 3.1 ～ 4.0 3.2 ～ 4.1 3.3 ～ 4.2 3.4 ～ 4.3 3.5 ～ 4.4 3.6 ～ 4.5

で 21  2.6 ～ 3.5 2.7 ～ 3.6 2.8 ～ 3.7 2.9 ～ 3.8 3.0 ～ 3.9 3.1 ～ 4.0 3.2 ～ 4.1 3.3 ～ 4.2 3.4 ～ 4.3 3.5 ～ 4.4 3.6 ～ 4.5

 22  2.6 ～ 3.4 2.7 ～ 3.5 2.8 ～ 3.6 2.9 ～ 3.7 3.0 ～ 3.8 3.1 ～ 3.9 3.2 ～ 4.0 3.3 ～ 4.1 3.4 ～ 4.2 3.5 ～ 4.3 3.6 ～ 4.4

の 23  2.6 ～ 3.4 2.7 ～ 3.5 2.8 ～ 3.6 2.9 ～ 3.7 3.0 ～ 3.8 3.1 ～ 3.9 3.2 ～ 4.0 3.3 ～ 4.1 3.4 ～ 4.2 3.5 ～ 4.3 3.6 ～ 4.4

 24  2.6 ～ 3.4 2.7 ～ 3.5 2.8 ～ 3.6 2.9 ～ 3.7 3.0 ～ 3.8 3.1 ～ 3.9 3.2 ～ 4.0 3.3 ～ 4.1 3.4 ～ 4.2 3.5 ～ 4.3 3.6 ～ 4.4

平 25  2.7 ～ 3.4 2.8 ～ 3.5 2.9 ～ 3.6 3.0 ～ 3.7 3.1 ～ 3.8 3.2 ～ 3.9 3.3 ～ 4.0 3.4 ～ 4.1 3.5 ～ 4.2 3.6 ～ 4.3 3.7 ～ 4.4

 26  2.7 ～ 3.4 2.8 ～ 3.5 2.9 ～ 3.6 3.0 ～ 3.7 3.1 ～ 3.8 3.2 ～ 3.9 3.3 ～ 4.0 3.4 ～ 4.1 3.5 ～ 4.2 3.6 ～ 4.3 3.7 ～ 4.4

均 27  2.7 ～ 3.4 2.8 ～ 3.5 2.9 ～ 3.6 3.0 ～ 3.7 3.1 ～ 3.8 3.2 ～ 3.9 3.3 ～ 4.0 3.4 ～ 4.1 3.5 ～ 4.2 3.6 ～ 4.3 3.7 ～ 4.4

 28  2.7 ～ 3.3 2.8 ～ 3.4 2.9 ～ 3.5 3.0 ～ 3.6 3.1 ～ 3.7 3.2 ～ 3.8 3.3 ～ 3.9 3.4 ～ 4.0 3.5 ～ 4.1 3.6 ～ 4.2 3.7 ～ 4.3

残 29  2.7 ～ 3.3 2.8 ～ 3.4 2.9 ～ 3.5 3.0 ～ 3.6 3.1 ～ 3.7 3.2 ～ 3.8 3.3 ～ 3.9 3.4 ～ 4.0 3.5 ～ 4.1 3.6 ～ 4.2 3.7 ～ 4.3

 30  2.7 ～ 3.3 2.8 ～ 3.4 2.9 ～ 3.5 3.0 ～ 3.6 3.1 ～ 3.7 3.2 ～ 3.8 3.3 ～ 3.9 3.4 ～ 4.0 3.5 ～ 4.1 3.6 ～ 4.2 3.7 ～ 4.3

存 31  2.7 ～ 3.3 2.8 ～ 3.4 2.9 ～ 3.5 3.0 ～ 3.6 3.1 ～ 3.7 3.2 ～ 3.8 3.3 ～ 3.9 3.4 ～ 4.0 3.5 ～ 4.1 3.6 ～ 4.2 3.7 ～ 4.3

 32  2.7 ～ 3.3 2.8 ～ 3.4 2.9 ～ 3.5 3.0 ～ 3.6 3.1 ～ 3.7 3.2 ～ 3.8 3.3 ～ 3.9 3.4 ～ 4.0 3.5 ～ 4.1 3.6 ～ 4.2 3.7 ～ 4.3

期 33  2.8 ～ 3.3 2.9 ～ 3.4 3.0 ～ 3.5 3.1 ～ 3.6 3.2 ～ 3.7 3.3 ～ 3.8 3.4 ～ 3.9 3.5 ～ 4.0 3.6 ～ 4.1 3.7 ～ 4.2 3.8 ～ 4.3

 34  2.8 ～ 3.3 2.9 ～ 3.4 3.0 ～ 3.5 3.1 ～ 3.6 3.2 ～ 3.7 3.3 ～ 3.8 3.4 ～ 3.9 3.5 ～ 4.0 3.6 ～ 4.1 3.7 ～ 4.2 3.8 ～ 4.3

間 35  2.8 ～ 3.3 2.9 ～ 3.4 3.0 ～ 3.5 3.1 ～ 3.6 3.2 ～ 3.7 3.3 ～ 3.8 3.4 ～ 3.9 3.5 ～ 4.0 3.6 ～ 4.1 3.7 ～ 4.2 3.8 ～ 4.3

 36  2.8 ～ 3.3 2.9 ～ 3.4 3.0 ～ 3.5 3.1 ～ 3.6 3.2 ～ 3.7 3.3 ～ 3.8 3.4 ～ 3.9 3.5 ～ 4.0 3.6 ～ 4.1 3.7 ～ 4.2 3.8 ～ 4.3

 37  2.8 ～ 3.2 2.9 ～ 3.3 3.0 ～ 3.4 3.1 ～ 3.5 3.2 ～ 3.6 3.3 ～ 3.7 3.4 ～ 3.8 3.5 ～ 3.9 3.6 ～ 4.0 3.7 ～ 4.1 3.8 ～ 4.2

 38  2.8 ～ 3.2 2.9 ～ 3.3 3.0 ～ 3.4 3.1 ～ 3.5 3.2 ～ 3.6 3.3 ～ 3.7 3.4 ～ 3.8 3.5 ～ 3.9 3.6 ～ 4.0 3.7 ～ 4.1 3.8 ～ 4.2

 39  2.8 ～ 3.2 2.9 ～ 3.3 3.0 ～ 3.4 3.1 ～ 3.5 3.2 ～ 3.6 3.3 ～ 3.7 3.4 ～ 3.8 3.5 ～ 3.9 3.6 ～ 4.0 3.7 ～ 4.1 3.8 ～ 4.2

 40  2.8 ～ 3.2 2.9 ～ 3.3 3.0 ～ 3.4 3.1 ～ 3.5 3.2 ～ 3.6 3.3 ～ 3.7 3.4 ～ 3.8 3.5 ～ 3.9 3.6 ～ 4.0 3.7 ～ 4.1 3.8 ～ 4.2
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   前  期  末  の  割  引  率 

   4.0% 4.1% 4.2% 4.3% 4.4% 4.5% 4.6% 4.7% 4.8% 4.9% 5.0% 

 1 年  ～ 15.5  ～ 15.6  ～15.7  ～ 15.8  ～ 16.0  ～ 16.1  ～16.2  ～ 16.3  ～ 16.4  ～ 16.5  ～ 16.6

 2   ～ 9.6  ～ 9.7  ～ 9.8  ～ 9.9  ～ 10.0  ～ 10.1  ～10.2  ～ 10.3  ～ 10.4 0.1 ～ 10.5 0.2 ～ 10.6

 3  0.8 ～ 7.7 0.9 ～ 7.8 1.0 ～ 7.9 1.1 ～ 8.0 1.2 ～ 8.1 1.3 ～ 8.2 1.4 ～ 8.3 1.5 ～ 8.4 1.6 ～ 8.5 1.7 ～ 8.6 1.8 ～ 8.7

 4  1.6 ～ 6.7 1.7 ～ 6.8 1.8 ～ 6.9 1.9 ～ 7.0 2.0 ～ 7.1 2.1 ～ 7.2 2.2 ～ 7.3 2.3 ～ 7.4 2.4 ～ 7.5 2.5 ～ 7.6 2.6 ～ 7.8

退 5  2.1 ～ 6.2 2.2 ～ 6.3 2.3 ～ 6.4 2.4 ～ 6.5 2.5 ～ 6.6 2.6 ～ 6.7 2.7 ～ 6.8 2.8 ～ 6.9 2.9 ～ 7.0 3.0 ～ 7.1 3.1 ～ 7.2

 6  2.4 ～ 5.8 2.5 ～ 5.9 2.6 ～ 6.0 2.7 ～ 6.1 2.8 ～ 6.2 2.9 ～ 6.3 3.0 ～ 6.4 3.1 ～ 6.5 3.2 ～ 6.6 3.3 ～ 6.7 3.4 ～ 6.8

職 7  2.6 ～ 5.5 2.7 ～ 5.6 2.8 ～ 5.7 2.9 ～ 5.8 3.0 ～ 5.9 3.1 ～ 6.0 3.2 ～ 6.1 3.3 ～ 6.2 3.4 ～ 6.3 3.5 ～ 6.4 3.6 ～ 6.5

 8  2.8 ～ 5.3 2.9 ～ 5.4 3.0 ～ 5.5 3.1 ～ 5.6 3.2 ～ 5.7 3.3 ～ 5.8 3.4 ～ 5.9 3.5 ～ 6.0 3.6 ～ 6.1 3.7 ～ 6.2 3.8 ～ 6.3

給 9  3.0 ～ 5.2 3.1 ～ 5.3 3.2 ～ 5.4 3.3 ～ 5.5 3.4 ～ 5.6 3.4 ～ 5.7 3.5 ～ 5.8 3.6 ～ 5.9 3.7 ～ 6.0 3.8 ～ 6.1 3.9 ～ 6.2

 10  3.1 ～ 5.1 3.2 ～ 5.2 3.3 ～ 5.3 3.4 ～ 5.4 3.5 ～ 5.5 3.6 ～ 5.6 3.7 ～ 5.7 3.8 ～ 5.8 3.9 ～ 5.9 4.0 ～ 6.0 4.1 ～ 6.1

付 11  3.2 ～ 5.0 3.3 ～ 5.1 3.4 ～ 5.2 3.5 ～ 5.3 3.5 ～ 5.4 3.6 ～ 5.5 3.7 ～ 5.6 3.8 ～ 5.7 3.9 ～ 5.8 4.0 ～ 5.9 4.1 ～ 6.0

 12  3.2 ～ 4.9 3.3 ～ 5.0 3.4 ～ 5.1 3.5 ～ 5.2 3.6 ～ 5.3 3.7 ～ 5.4 3.8 ～ 5.5 3.9 ～ 5.6 4.0 ～ 5.7 4.1 ～ 5.8 4.2 ～ 5.9

支 13  3.3 ～ 4.8 3.4 ～ 4.9 3.5 ～ 5.0 3.6 ～ 5.1 3.7 ～ 5.2 3.8 ～ 5.3 3.9 ～ 5.4 4.0 ～ 5.5 4.1 ～ 5.6 4.2 ～ 5.7 4.3 ～ 5.8

 14  3.3 ～ 4.7 3.4 ～ 4.8 3.5 ～ 4.9 3.6 ～ 5.0 3.7 ～ 5.1 3.8 ～ 5.2 3.9 ～ 5.3 4.0 ～ 5.4 4.1 ～ 5.5 4.2 ～ 5.6 4.3 ～ 5.7

払 15  3.4 ～ 4.7 3.5 ～ 4.8 3.6 ～ 4.9 3.7 ～ 5.0 3.8 ～ 5.1 3.9 ～ 5.2 4.0 ～ 5.3 4.1 ～ 5.4 4.2 ～ 5.5 4.3 ～ 5.6 4.4 ～ 5.7

 16  3.4 ～ 4.6 3.5 ～ 4.7 3.6 ～ 4.8 3.7 ～ 4.9 3.8 ～ 5.0 3.9 ～ 5.1 4.0 ～ 5.2 4.1 ～ 5.3 4.2 ～ 5.4 4.3 ～ 5.5 4.4 ～ 5.6

時 17  3.5 ～ 4.6 3.6 ～ 4.7 3.7 ～ 4.8 3.8 ～ 4.9 3.9 ～ 5.0 4.0 ～ 5.1 4.1 ～ 5.2 4.2 ～ 5.3 4.3 ～ 5.4 4.4 ～ 5.5 4.5 ～ 5.6

 18  3.5 ～ 4.6 3.6 ～ 4.7 3.7 ～ 4.8 3.8 ～ 4.9 3.9 ～ 5.0 4.0 ～ 5.1 4.1 ～ 5.2 4.2 ～ 5.3 4.3 ～ 5.4 4.4 ～ 5.5 4.5 ～ 5.6

ま 19  3.5 ～ 4.5 3.6 ～ 4.6 3.7 ～ 4.7 3.8 ～ 4.8 3.9 ～ 4.9 4.0 ～ 5.0 4.1 ～ 5.1 4.2 ～ 5.2 4.3 ～ 5.3 4.4 ～ 5.4 4.5 ～ 5.5

 20  3.6 ～ 4.5 3.7 ～ 4.6 3.8 ～ 4.7 3.9 ～ 4.8 4.0 ～ 4.9 4.1 ～ 5.0 4.2 ～ 5.1 4.3 ～ 5.2 4.4 ～ 5.3 4.5 ～ 5.4 4.6 ～ 5.5

で 21  3.6 ～ 4.5 3.7 ～ 4.6 3.8 ～ 4.7 3.9 ～ 4.8 4.0 ～ 4.9 4.1 ～ 5.0 4.2 ～ 5.1 4.3 ～ 5.2 4.4 ～ 5.3 4.5 ～ 5.4 4.6 ～ 5.5

 22  3.6 ～ 4.4 3.7 ～ 4.5 3.8 ～ 4.7 3.9 ～ 4.8 4.0 ～ 4.9 4.1 ～ 5.0 4.2 ～ 5.1 4.3 ～ 5.2 4.4 ～ 5.3 4.5 ～ 5.4 4.6 ～ 5.5

の 23  3.6 ～ 4.4 3.7 ～ 4.5 3.8 ～ 4.6 3.9 ～ 4.7 4.0 ～ 4.8 4.1 ～ 4.9 4.2 ～ 5.0 4.3 ～ 5.1 4.4 ～ 5.2 4.5 ～ 5.3 4.6 ～ 5.4

 24  3.6 ～ 4.4 3.7 ～ 4.5 3.8 ～ 4.6 3.9 ～ 4.7 4.0 ～ 4.8 4.1 ～ 4.9 4.2 ～ 5.0 4.3 ～ 5.1 4.4 ～ 5.2 4.5 ～ 5.3 4.6 ～ 5.4

平 25  3.7 ～ 4.4 3.8 ～ 4.5 3.9 ～ 4.6 4.0 ～ 4.7 4.1 ～ 4.8 4.2 ～ 4.9 4.3 ～ 5.0 4.4 ～ 5.1 4.5 ～ 5.2 4.6 ～ 5.3 4.7 ～ 5.4

 26  3.7 ～ 4.4 3.8 ～ 4.5 3.9 ～ 4.6 4.0 ～ 4.7 4.1 ～ 4.8 4.2 ～ 4.9 4.3 ～ 5.0 4.4 ～ 5.1 4.5 ～ 5.2 4.6 ～ 5.3 4.7 ～ 5.4

均 27  3.7 ～ 4.4 3.8 ～ 4.5 3.9 ～ 4.6 4.0 ～ 4.7 4.1 ～ 4.8 4.2 ～ 4.9 4.3 ～ 5.0 4.4 ～ 5.1 4.5 ～ 5.2 4.6 ～ 5.3 4.7 ～ 5.4

 28  3.7 ～ 4.3 3.8 ～ 4.4 3.9 ～ 4.5 4.0 ～ 4.6 4.1 ～ 4.7 4.2 ～ 4.8 4.3 ～ 4.9 4.4 ～ 5.0 4.5 ～ 5.1 4.6 ～ 5.2 4.7 ～ 5.3

残 29  3.7 ～ 4.3 3.8 ～ 4.4 3.9 ～ 4.5 4.0 ～ 4.6 4.1 ～ 4.7 4.2 ～ 4.8 4.3 ～ 4.9 4.4 ～ 5.0 4.5 ～ 5.1 4.6 ～ 5.2 4.7 ～ 5.3

 30  3.7 ～ 4.3 3.8 ～ 4.4 3.9 ～ 4.5 4.0 ～ 4.6 4.1 ～ 4.7 4.2 ～ 4.8 4.3 ～ 4.9 4.4 ～ 5.0 4.5 ～ 5.1 4.6 ～ 5.2 4.7 ～ 5.3

存 31  3.7 ～ 4.3 3.8 ～ 4.4 3.9 ～ 4.5 4.0 ～ 4.6 4.1 ～ 4.7 4.2 ～ 4.8 4.3 ～ 4.9 4.4 ～ 5.0 4.5 ～ 5.1 4.6 ～ 5.2 4.7 ～ 5.3

 32  3.7 ～ 4.3 3.8 ～ 4.4 3.9 ～ 4.5 4.0 ～ 4.6 4.1 ～ 4.7 4.2 ～ 4.8 4.3 ～ 4.9 4.4 ～ 5.0 4.5 ～ 5.1 4.6 ～ 5.2 4.7 ～ 5.3

期 33  3.8 ～ 4.3 3.8 ～ 4.4 3.9 ～ 4.5 4.0 ～ 4.6 4.1 ～ 4.7 4.2 ～ 4.8 4.3 ～ 4.9 4.4 ～ 5.0 4.5 ～ 5.1 4.6 ～ 5.2 4.7 ～ 5.3

 34  3.8 ～ 4.3 3.9 ～ 4.4 4.0 ～ 4.5 4.1 ～ 4.6 4.2 ～ 4.7 4.3 ～ 4.8 4.4 ～ 4.9 4.5 ～ 5.0 4.6 ～ 5.1 4.7 ～ 5.2 4.8 ～ 5.3

間 35  3.8 ～ 4.3 3.9 ～ 4.4 4.0 ～ 4.5 4.1 ～ 4.6 4.2 ～ 4.7 4.3 ～ 4.8 4.4 ～ 4.9 4.5 ～ 5.0 4.6 ～ 5.1 4.7 ～ 5.2 4.8 ～ 5.3

 36  3.8 ～ 4.3 3.9 ～ 4.4 4.0 ～ 4.5 4.1 ～ 4.6 4.2 ～ 4.7 4.3 ～ 4.8 4.4 ～ 4.9 4.5 ～ 5.0 4.6 ～ 5.1 4.7 ～ 5.2 4.8 ～ 5.3

 37  3.8 ～ 4.2 3.9 ～ 4.3 4.0 ～ 4.4 4.1 ～ 4.5 4.2 ～ 4.6 4.3 ～ 4.7 4.4 ～ 4.8 4.5 ～ 4.9 4.6 ～ 5.0 4.7 ～ 5.1 4.8 ～ 5.2

 38  3.8 ～ 4.2 3.9 ～ 4.3 4.0 ～ 4.4 4.1 ～ 4.5 4.2 ～ 4.6 4.3 ～ 4.7 4.4 ～ 4.8 4.5 ～ 4.9 4.6 ～ 5.0 4.7 ～ 5.1 4.8 ～ 5.2

 39  3.8 ～ 4.2 3.9 ～ 4.3 4.0 ～ 4.4 4.1 ～ 4.5 4.2 ～ 4.6 4.3 ～ 4.7 4.4 ～ 4.8 4.5 ～ 4.9 4.6 ～ 5.0 4.7 ～ 5.1 4.8 ～ 5.2

 40  3.8 ～ 4.2 3.9 ～ 4.3 4.0 ～ 4.4 4.1 ～ 4.5 4.2 ～ 4.6 4.3 ～ 4.7 4.4 ～ 4.8 4.5 ～ 4.9 4.6 ～ 5.0 4.7 ～ 5.1 4.8 ～ 5.2
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   前  期  末  の  割  引  率 

   5.0% 5.1% 5.2% 5.3% 5.4% 5.5% 5.6% 5.7% 5.8% 5.9% 6.0% 

 1 年  ～ 16.6  ～ 16.7  ～16.8  ～ 17.0  ～ 17.1  ～ 17.2  ～17.3  ～ 17.4  ～ 17.5  ～ 17.6  ～ 17.7

 2  0.2 ～ 10.6 0.3 ～ 10.7 0.4 ～10.8 0.4 ～ 10.9 0.5 ～ 11.1 0.6 ～ 11.2 0.7 ～11.3 0.8 ～ 11.4 0.9 ～ 11.5 1.0 ～ 11.6 1.1 ～ 11.7

 3  1.8 ～ 8.7 1.9 ～ 8.8 2.0 ～ 8.9 2.1 ～ 9.0 2.2 ～ 9.1 2.3 ～ 9.2 2.3 ～ 9.3 2.4 ～ 9.4 2.5 ～ 9.5 2.6 ～ 9.6 2.7 ～ 9.7

 4  2.6 ～ 7.8 2.7 ～ 7.9 2.8 ～ 8.0 2.9 ～ 8.1 3.0 ～ 8.2 3.1 ～ 8.3 3.2 ～ 8.4 3.3 ～ 8.5 3.4 ～ 8.6 3.5 ～ 8.7 3.6 ～ 8.8

退 5  3.1 ～ 7.2 3.2 ～ 7.3 3.3 ～ 7.4 3.4 ～ 7.5 3.5 ～ 7.6 3.6 ～ 7.7 3.7 ～ 7.8 3.8 ～ 7.9 3.9 ～ 8.0 4.0 ～ 8.1 4.0 ～ 8.2

 6  3.4 ～ 6.8 3.5 ～ 6.9 3.6 ～ 7.0 3.7 ～ 7.1 3.8 ～ 7.2 3.9 ～ 7.3 4.0 ～ 7.4 4.1 ～ 7.5 4.2 ～ 7.6 4.3 ～ 7.7 4.4 ～ 7.8

職 7  3.6 ～ 6.5 3.7 ～ 6.6 3.8 ～ 6.7 3.9 ～ 6.8 4.0 ～ 6.9 4.1 ～ 7.0 4.2 ～ 7.2 4.3 ～ 7.3 4.4 ～ 7.4 4.5 ～ 7.5 4.6 ～ 7.6

 8  3.8 ～ 6.3 3.9 ～ 6.4 4.0 ～ 6.5 4.1 ～ 6.6 4.2 ～ 6.7 4.3 ～ 6.8 4.4 ～ 6.9 4.5 ～ 7.1 4.6 ～ 7.2 4.7 ～ 7.3 4.8 ～ 7.4

給 9  3.9 ～ 6.2 4.0 ～ 6.3 4.1 ～ 6.4 4.2 ～ 6.5 4.3 ～ 6.6 4.4 ～ 6.7 4.5 ～ 6.8 4.6 ～ 6.9 4.7 ～ 7.0 4.8 ～ 7.1 4.9 ～ 7.2

 10  4.1 ～ 6.1 4.2 ～ 6.2 4.3 ～ 6.3 4.4 ～ 6.4 4.5 ～ 6.5 4.5 ～ 6.6 4.6 ～ 6.7 4.7 ～ 6.8 4.8 ～ 6.9 4.9 ～ 7.0 5.0 ～ 7.1

付 11  4.1 ～ 6.0 4.2 ～ 6.1 4.3 ～ 6.2 4.4 ～ 6.3 4.5 ～ 6.4 4.6 ～ 6.5 4.7 ～ 6.6 4.8 ～ 6.7 4.9 ～ 6.8 5.0 ～ 6.9 5.1 ～ 7.0

 12  4.2 ～ 5.9 4.3 ～ 6.0 4.4 ～ 6.1 4.5 ～ 6.2 4.6 ～ 6.3 4.7 ～ 6.4 4.8 ～ 6.5 4.9 ～ 6.6 5.0 ～ 6.7 5.1 ～ 6.8 5.2 ～ 6.9

支 13  4.3 ～ 5.8 4.4 ～ 5.9 4.5 ～ 6.0 4.6 ～ 6.1 4.7 ～ 6.2 4.8 ～ 6.3 4.9 ～ 6.4 5.0 ～ 6.5 5.1 ～ 6.6 5.2 ～ 6.7 5.3 ～ 6.8

 14  4.3 ～ 5.7 4.4 ～ 5.8 4.5 ～ 5.9 4.6 ～ 6.0 4.7 ～ 6.1 4.8 ～ 6.2 4.9 ～ 6.3 5.0 ～ 6.4 5.1 ～ 6.5 5.2 ～ 6.6 5.3 ～ 6.8

払 15  4.4 ～ 5.7 4.5 ～ 5.8 4.6 ～ 5.9 4.7 ～ 6.0 4.8 ～ 6.1 4.9 ～ 6.2 5.0 ～ 6.3 5.1 ～ 6.4 5.2 ～ 6.5 5.3 ～ 6.6 5.4 ～ 6.7

 16  4.4 ～ 5.6 4.5 ～ 5.7 4.6 ～ 5.8 4.7 ～ 5.9 4.8 ～ 6.0 4.9 ～ 6.1 5.0 ～ 6.2 5.1 ～ 6.3 5.2 ～ 6.4 5.3 ～ 6.5 5.4 ～ 6.7

時 17  4.5 ～ 5.6 4.6 ～ 5.7 4.7 ～ 5.8 4.8 ～ 5.9 4.9 ～ 6.0 5.0 ～ 6.1 5.1 ～ 6.2 5.2 ～ 6.3 5.3 ～ 6.4 5.4 ～ 6.5 5.5 ～ 6.6

 18  4.5 ～ 5.6 4.6 ～ 5.7 4.7 ～ 5.8 4.8 ～ 5.9 4.9 ～ 6.0 5.0 ～ 6.1 5.1 ～ 6.2 5.2 ～ 6.3 5.3 ～ 6.4 5.4 ～ 6.5 5.5 ～ 6.6

ま 19  4.5 ～ 5.5 4.6 ～ 5.6 4.7 ～ 5.7 4.8 ～ 5.8 4.9 ～ 5.9 5.0 ～ 6.0 5.1 ～ 6.1 5.2 ～ 6.2 5.3 ～ 6.3 5.4 ～ 6.4 5.5 ～ 6.5

 20  4.6 ～ 5.5 4.7 ～ 5.6 4.7 ～ 5.7 4.8 ～ 5.8 4.9 ～ 5.9 5.0 ～ 6.0 5.1 ～ 6.1 5.2 ～ 6.2 5.3 ～ 6.3 5.4 ～ 6.4 5.5 ～ 6.5

で 21  4.6 ～ 5.5 4.7 ～ 5.6 4.8 ～ 5.7 4.9 ～ 5.8 5.0 ～ 5.9 5.1 ～ 6.0 5.2 ～ 6.1 5.3 ～ 6.2 5.4 ～ 6.3 5.5 ～ 6.4 5.6 ～ 6.5

 22  4.6 ～ 5.5 4.7 ～ 5.6 4.8 ～ 5.7 4.9 ～ 5.8 5.0 ～ 5.9 5.1 ～ 6.0 5.2 ～ 6.1 5.3 ～ 6.2 5.4 ～ 6.3 5.5 ～ 6.4 5.6 ～ 6.5

の 23  4.6 ～ 5.4 4.7 ～ 5.5 4.8 ～ 5.6 4.9 ～ 5.7 5.0 ～ 5.8 5.1 ～ 5.9 5.2 ～ 6.0 5.3 ～ 6.1 5.4 ～ 6.2 5.5 ～ 6.3 5.6 ～ 6.4

 24  4.6 ～ 5.4 4.7 ～ 5.5 4.8 ～ 5.6 4.9 ～ 5.7 5.0 ～ 5.8 5.1 ～ 5.9 5.2 ～ 6.0 5.3 ～ 6.1 5.4 ～ 6.2 5.5 ～ 6.3 5.6 ～ 6.4

平 25  4.7 ～ 5.4 4.8 ～ 5.5 4.8 ～ 5.6 4.9 ～ 5.7 5.0 ～ 5.8 5.1 ～ 5.9 5.2 ～ 6.0 5.3 ～ 6.1 5.4 ～ 6.2 5.5 ～ 6.3 5.6 ～ 6.4

 26  4.7 ～ 5.4 4.8 ～ 5.5 4.9 ～ 5.6 5.0 ～ 5.7 5.1 ～ 5.8 5.2 ～ 5.9 5.3 ～ 6.0 5.4 ～ 6.1 5.5 ～ 6.2 5.6 ～ 6.3 5.7 ～ 6.4

均 27  4.7 ～ 5.4 4.8 ～ 5.5 4.9 ～ 5.6 5.0 ～ 5.7 5.1 ～ 5.8 5.2 ～ 5.9 5.3 ～ 6.0 5.4 ～ 6.1 5.5 ～ 6.2 5.6 ～ 6.3 5.7 ～ 6.4

 28  4.7 ～ 5.3 4.8 ～ 5.4 4.9 ～ 5.5 5.0 ～ 5.6 5.1 ～ 5.7 5.2 ～ 5.8 5.3 ～ 5.9 5.4 ～ 6.0 5.5 ～ 6.1 5.6 ～ 6.2 5.7 ～ 6.3

残 29  4.7 ～ 5.3 4.8 ～ 5.4 4.9 ～ 5.5 5.0 ～ 5.6 5.1 ～ 5.7 5.2 ～ 5.8 5.3 ～ 5.9 5.4 ～ 6.0 5.5 ～ 6.1 5.6 ～ 6.2 5.7 ～ 6.3

 30  4.7 ～ 5.3 4.8 ～ 5.4 4.9 ～ 5.5 5.0 ～ 5.6 5.1 ～ 5.7 5.2 ～ 5.8 5.3 ～ 5.9 5.4 ～ 6.0 5.5 ～ 6.1 5.6 ～ 6.2 5.7 ～ 6.3

存 31  4.7 ～ 5.3 4.8 ～ 5.4 4.9 ～ 5.5 5.0 ～ 5.6 5.1 ～ 5.7 5.2 ～ 5.8 5.3 ～ 5.9 5.4 ～ 6.0 5.5 ～ 6.1 5.6 ～ 6.2 5.7 ～ 6.3

 32  4.7 ～ 5.3 4.8 ～ 5.4 4.9 ～ 5.5 5.0 ～ 5.6 5.1 ～ 5.7 5.2 ～ 5.8 5.3 ～ 5.9 5.4 ～ 6.0 5.5 ～ 6.1 5.6 ～ 6.2 5.7 ～ 6.3

期 33  4.7 ～ 5.3 4.8 ～ 5.4 4.9 ～ 5.5 5.0 ～ 5.6 5.1 ～ 5.7 5.2 ～ 5.8 5.3 ～ 5.9 5.4 ～ 6.0 5.5 ～ 6.1 5.6 ～ 6.2 5.7 ～ 6.3

 34  4.8 ～ 5.3 4.9 ～ 5.4 5.0 ～ 5.5 5.1 ～ 5.6 5.2 ～ 5.7 5.3 ～ 5.8 5.4 ～ 5.9 5.5 ～ 6.0 5.6 ～ 6.1 5.7 ～ 6.2 5.8 ～ 6.3

間 35  4.8 ～ 5.3 4.9 ～ 5.4 5.0 ～ 5.5 5.1 ～ 5.6 5.2 ～ 5.7 5.3 ～ 5.8 5.4 ～ 5.9 5.5 ～ 6.0 5.6 ～ 6.1 5.7 ～ 6.2 5.8 ～ 6.3

 36  4.8 ～ 5.3 4.9 ～ 5.4 5.0 ～ 5.5 5.1 ～ 5.6 5.2 ～ 5.7 5.3 ～ 5.8 5.4 ～ 5.9 5.5 ～ 6.0 5.6 ～ 6.1 5.7 ～ 6.2 5.8 ～ 6.3

 37  4.8 ～ 5.2 4.9 ～ 5.3 5.0 ～ 5.4 5.1 ～ 5.6 5.2 ～ 5.7 5.3 ～ 5.8 5.4 ～ 5.9 5.5 ～ 6.0 5.6 ～ 6.1 5.7 ～ 6.2 5.8 ～ 6.3

 38  4.8 ～ 5.2 4.9 ～ 5.3 5.0 ～ 5.4 5.1 ～ 5.5 5.2 ～ 5.6 5.3 ～ 5.7 5.4 ～ 5.8 5.5 ～ 5.9 5.6 ～ 6.0 5.7 ～ 6.1 5.8 ～ 6.2

 39  4.8 ～ 5.2 4.9 ～ 5.3 5.0 ～ 5.4 5.1 ～ 5.5 5.2 ～ 5.6 5.3 ～ 5.7 5.4 ～ 5.8 5.5 ～ 5.9 5.6 ～ 6.0 5.7 ～ 6.1 5.8 ～ 6.2

 40  4.8 ～ 5.2 4.9 ～ 5.3 5.0 ～ 5.4 5.1 ～ 5.5 5.2 ～ 5.6 5.3 ～ 5.7 5.4 ～ 5.8 5.5 ～ 5.9 5.6 ～ 6.0 5.7 ～ 6.1 5.8 ～ 6.2
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   前  期  末  の  割  引  率 

   6.0% 6.1% 6.2% 6.3% 6.4% 6.5% 6.6% 6.7% 6.8% 6.9% 7.0% 

 1 年  ～ 17.7  ～ 17.8  ～18.0  ～ 18.1  ～ 18.2  ～ 18.3  ～18.4  ～ 18.5  ～ 18.6  ～ 18.7  ～ 18.8

 2  1.1 ～ 11.7 1.2 ～ 11.8 1.3 ～11.9 1.4 ～ 12.0 1.5 ～ 12.1 1.6 ～ 12.2 1.7 ～12.3 1.8 ～ 12.4 1.9 ～ 12.5 2.0 ～ 12.6 2.1 ～ 12.7

 3  2.7 ～ 9.7 2.8 ～ 9.8 2.9 ～ 9.9 3.0 ～ 10.0 3.1 ～ 10.2 3.2 ～ 10.3 3.3 ～10.4 3.4 ～ 10.5 3.5 ～ 10.6 3.6 ～ 10.7 3.7 ～ 10.8

 4  3.6 ～ 8.8 3.7 ～ 8.9 3.7 ～ 9.0 3.8 ～ 9.1 3.9 ～ 9.2 4.0 ～ 9.3 4.1 ～ 9.4 4.2 ～ 9.5 4.3 ～ 9.6 4.4 ～ 9.7 4.5 ～ 9.8

退 5  4.0 ～ 8.2 4.1 ～ 8.3 4.2 ～ 8.4 4.3 ～ 8.5 4.4 ～ 8.6 4.5 ～ 8.7 4.6 ～ 8.8 4.7 ～ 8.9 4.8 ～ 9.0 4.9 ～ 9.1 5.0 ～ 9.2

 6  4.4 ～ 7.8 4.5 ～ 7.9 4.6 ～ 8.0 4.7 ～ 8.1 4.8 ～ 8.2 4.9 ～ 8.3 5.0 ～ 8.4 5.1 ～ 8.5 5.2 ～ 8.6 5.3 ～ 8.7 5.4 ～ 8.8

職 7  4.6 ～ 7.6 4.7 ～ 7.7 4.8 ～ 7.8 4.9 ～ 7.9 5.0 ～ 8.0 5.1 ～ 8.1 5.2 ～ 8.2 5.3 ～ 8.3 5.4 ～ 8.4 5.5 ～ 8.5 5.6 ～ 8.6

 8  4.8 ～ 7.4 4.9 ～ 7.5 5.0 ～ 7.6 5.1 ～ 7.7 5.2 ～ 7.8 5.3 ～ 7.9 5.4 ～ 8.0 5.5 ～ 8.1 5.6 ～ 8.2 5.7 ～ 8.3 5.8 ～ 8.4

給 9  4.9 ～ 7.2 5.0 ～ 7.3 5.1 ～ 7.4 5.2 ～ 7.5 5.3 ～ 7.6 5.4 ～ 7.7 5.5 ～ 7.8 5.6 ～ 7.9 5.7 ～ 8.0 5.8 ～ 8.1 5.9 ～ 8.2

 10  5.0 ～ 7.1 5.1 ～ 7.2 5.2 ～ 7.3 5.3 ～ 7.4 5.4 ～ 7.5 5.5 ～ 7.6 5.6 ～ 7.7 5.7 ～ 7.8 5.8 ～ 7.9 5.9 ～ 8.0 6.0 ～ 8.1

付 11  5.1 ～ 7.0 5.2 ～ 7.1 5.3 ～ 7.2 5.4 ～ 7.3 5.5 ～ 7.4 5.6 ～ 7.5 5.7 ～ 7.6 5.8 ～ 7.7 5.9 ～ 7.8 6.0 ～ 7.9 6.1 ～ 8.0

 12  5.2 ～ 6.9 5.3 ～ 7.0 5.4 ～ 7.1 5.5 ～ 7.2 5.6 ～ 7.3 5.7 ～ 7.4 5.8 ～ 7.5 5.9 ～ 7.6 6.0 ～ 7.7 6.1 ～ 7.8 6.2 ～ 7.9

支 13  5.3 ～ 6.8 5.4 ～ 6.9 5.5 ～ 7.0 5.6 ～ 7.1 5.7 ～ 7.2 5.8 ～ 7.3 5.9 ～ 7.4 6.0 ～ 7.5 6.1 ～ 7.6 6.2 ～ 7.7 6.3 ～ 7.8

 14  5.3 ～ 6.8 5.4 ～ 6.9 5.5 ～ 7.0 5.6 ～ 7.1 5.7 ～ 7.2 5.8 ～ 7.3 5.9 ～ 7.4 6.0 ～ 7.5 6.1 ～ 7.6 6.2 ～ 7.7 6.3 ～ 7.8

払 15  5.4 ～ 6.7 5.5 ～ 6.8 5.6 ～ 6.9 5.7 ～ 7.0 5.8 ～ 7.1 5.9 ～ 7.2 6.0 ～ 7.3 6.1 ～ 7.4 6.2 ～ 7.5 6.3 ～ 7.6 6.4 ～ 7.7

 16  5.4 ～ 6.7 5.5 ～ 6.8 5.6 ～ 6.9 5.7 ～ 7.0 5.8 ～ 7.1 5.9 ～ 7.2 6.0 ～ 7.3 6.1 ～ 7.4 6.2 ～ 7.5 6.3 ～ 7.6 6.4 ～ 7.7

時 17  5.5 ～ 6.6 5.6 ～ 6.7 5.7 ～ 6.8 5.8 ～ 6.9 5.9 ～ 7.0 6.0 ～ 7.1 6.1 ～ 7.2 6.2 ～ 7.3 6.3 ～ 7.4 6.4 ～ 7.5 6.5 ～ 7.6

 18  5.5 ～ 6.6 5.6 ～ 6.7 5.7 ～ 6.8 5.8 ～ 6.9 5.9 ～ 7.0 6.0 ～ 7.1 6.1 ～ 7.2 6.2 ～ 7.3 6.3 ～ 7.4 6.4 ～ 7.5 6.5 ～ 7.6

ま 19  5.5 ～ 6.5 5.6 ～ 6.6 5.7 ～ 6.7 5.8 ～ 6.8 5.9 ～ 6.9 6.0 ～ 7.0 6.1 ～ 7.1 6.2 ～ 7.2 6.3 ～ 7.3 6.4 ～ 7.4 6.5 ～ 7.5

 20  5.5 ～ 6.5 5.6 ～ 6.6 5.7 ～ 6.7 5.8 ～ 6.8 5.9 ～ 6.9 6.0 ～ 7.0 6.1 ～ 7.1 6.2 ～ 7.2 6.3 ～ 7.3 6.4 ～ 7.4 6.5 ～ 7.5

で 21  5.6 ～ 6.5 5.7 ～ 6.6 5.8 ～ 6.7 5.9 ～ 6.8 6.0 ～ 6.9 6.1 ～ 7.0 6.2 ～ 7.1 6.3 ～ 7.2 6.4 ～ 7.3 6.5 ～ 7.4 6.6 ～ 7.5

 22  5.6 ～ 6.5 5.7 ～ 6.6 5.8 ～ 6.7 5.9 ～ 6.8 6.0 ～ 6.9 6.1 ～ 7.0 6.2 ～ 7.1 6.3 ～ 7.2 6.4 ～ 7.3 6.5 ～ 7.4 6.6 ～ 7.5

の 23  5.6 ～ 6.4 5.7 ～ 6.5 5.8 ～ 6.6 5.9 ～ 6.7 6.0 ～ 6.8 6.1 ～ 6.9 6.2 ～ 7.0 6.3 ～ 7.1 6.4 ～ 7.2 6.5 ～ 7.3 6.6 ～ 7.4

 24  5.6 ～ 6.4 5.7 ～ 6.5 5.8 ～ 6.6 5.9 ～ 6.7 6.0 ～ 6.8 6.1 ～ 6.9 6.2 ～ 7.0 6.3 ～ 7.1 6.4 ～ 7.2 6.5 ～ 7.3 6.6 ～ 7.4

平 25  5.6 ～ 6.4 5.7 ～ 6.5 5.8 ～ 6.6 5.9 ～ 6.7 6.0 ～ 6.8 6.1 ～ 6.9 6.2 ～ 7.0 6.3 ～ 7.1 6.4 ～ 7.2 6.5 ～ 7.3 6.6 ～ 7.4

 26  5.7 ～ 6.4 5.8 ～ 6.5 5.9 ～ 6.6 6.0 ～ 6.7 6.1 ～ 6.8 6.2 ～ 6.9 6.3 ～ 7.0 6.4 ～ 7.1 6.5 ～ 7.2 6.6 ～ 7.3 6.7 ～ 7.4

均 27  5.7 ～ 6.4 5.8 ～ 6.5 5.9 ～ 6.6 6.0 ～ 6.7 6.1 ～ 6.8 6.2 ～ 6.9 6.3 ～ 7.0 6.4 ～ 7.1 6.5 ～ 7.2 6.6 ～ 7.3 6.7 ～ 7.4

 28  5.7 ～ 6.3 5.8 ～ 6.4 5.9 ～ 6.6 6.0 ～ 6.7 6.1 ～ 6.8 6.2 ～ 6.9 6.3 ～ 7.0 6.4 ～ 7.1 6.5 ～ 7.2 6.6 ～ 7.3 6.7 ～ 7.4

残 29  5.7 ～ 6.3 5.8 ～ 6.4 5.9 ～ 6.5 6.0 ～ 6.6 6.1 ～ 6.7 6.2 ～ 6.8 6.3 ～ 6.9 6.4 ～ 7.0 6.5 ～ 7.1 6.6 ～ 7.2 6.7 ～ 7.3

 30  5.7 ～ 6.3 5.8 ～ 6.4 5.9 ～ 6.5 6.0 ～ 6.6 6.1 ～ 6.7 6.2 ～ 6.8 6.3 ～ 6.9 6.4 ～ 7.0 6.5 ～ 7.1 6.6 ～ 7.2 6.7 ～ 7.3

存 31  5.7 ～ 6.3 5.8 ～ 6.4 5.9 ～ 6.5 6.0 ～ 6.6 6.1 ～ 6.7 6.2 ～ 6.8 6.3 ～ 6.9 6.4 ～ 7.0 6.5 ～ 7.1 6.6 ～ 7.2 6.7 ～ 7.3

 32  5.7 ～ 6.3 5.8 ～ 6.4 5.9 ～ 6.5 6.0 ～ 6.6 6.1 ～ 6.7 6.2 ～ 6.8 6.3 ～ 6.9 6.4 ～ 7.0 6.5 ～ 7.1 6.6 ～ 7.2 6.7 ～ 7.3

期 33  5.7 ～ 6.3 5.8 ～ 6.4 5.9 ～ 6.5 6.0 ～ 6.6 6.1 ～ 6.7 6.2 ～ 6.8 6.3 ～ 6.9 6.4 ～ 7.0 6.5 ～ 7.1 6.6 ～ 7.2 6.7 ～ 7.3

 34  5.8 ～ 6.3 5.9 ～ 6.4 6.0 ～ 6.5 6.1 ～ 6.6 6.2 ～ 6.7 6.3 ～ 6.8 6.4 ～ 6.9 6.5 ～ 7.0 6.6 ～ 7.1 6.7 ～ 7.2 6.8 ～ 7.3

間 35  5.8 ～ 6.3 5.9 ～ 6.4 6.0 ～ 6.5 6.1 ～ 6.6 6.2 ～ 6.7 6.3 ～ 6.8 6.4 ～ 6.9 6.5 ～ 7.0 6.6 ～ 7.1 6.7 ～ 7.2 6.8 ～ 7.3

 36  5.8 ～ 6.3 5.9 ～ 6.4 6.0 ～ 6.5 6.1 ～ 6.6 6.2 ～ 6.7 6.3 ～ 6.8 6.4 ～ 6.9 6.5 ～ 7.0 6.6 ～ 7.1 6.7 ～ 7.2 6.8 ～ 7.3

 37  5.8 ～ 6.3 5.9 ～ 6.4 6.0 ～ 6.5 6.1 ～ 6.6 6.2 ～ 6.7 6.3 ～ 6.8 6.4 ～ 6.9 6.5 ～ 7.0 6.6 ～ 7.1 6.7 ～ 7.2 6.8 ～ 7.3

 38  5.8 ～ 6.2 5.9 ～ 6.3 6.0 ～ 6.4 6.1 ～ 6.5 6.2 ～ 6.6 6.3 ～ 6.7 6.4 ～ 6.8 6.5 ～ 6.9 6.6 ～ 7.0 6.7 ～ 7.1 6.8 ～ 7.2

 39  5.8 ～ 6.2 5.9 ～ 6.3 6.0 ～ 6.4 6.1 ～ 6.5 6.2 ～ 6.6 6.3 ～ 6.7 6.4 ～ 6.8 6.5 ～ 6.9 6.6 ～ 7.0 6.7 ～ 7.1 6.8 ～ 7.2

 40  5.8 ～ 6.2 5.9 ～ 6.3 6.0 ～ 6.4 6.1 ～ 6.5 6.2 ～ 6.6 6.3 ～ 6.7 6.4 ～ 6.8 6.5 ～ 6.9 6.6 ～ 7.0 6.7 ～ 7.1 6.8 ～ 7.2
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   前  期  末  の  割  引  率 

   7.0% 7.1% 7.2% 7.3% 7.4% 7.5% 7.6% 7.7% 7.8% 7.9% 8.0% 

 1 年  ～ 18.8  ～ 19.0  ～19.1  ～ 19.2  ～ 19.3  ～ 19.4  ～19.5  ～ 19.6  ～ 19.7  ～ 19.8  ～ 20.0

 2  2.1 ～ 12.7 2.2 ～ 12.8 2.3 ～12.9 2.4 ～ 13.1 2.5 ～ 13.2 2.5 ～ 13.3 2.6 ～13.4 2.7 ～ 13.5 2.8 ～ 13.6 2.9 ～ 13.7 3.0 ～ 13.8

 3  3.7 ～ 10.8 3.8 ～ 10.9 3.9 ～11.0 4.0 ～ 11.1 4.1 ～ 11.2 4.2 ～ 11.3 4.3 ～11.4 4.4 ～ 11.5 4.5 ～ 11.6 4.6 ～ 11.7 4.7 ～ 11.8

 4  4.5 ～ 9.8 4.6 ～ 9.9 4.7 ～10.0 4.8 ～ 10.1 4.9 ～ 10.2 5.0 ～ 10.3 5.1 ～10.4 5.2 ～ 10.5 5.3 ～ 10.6 5.4 ～ 10.7 5.5 ～ 10.8

退 5  5.0 ～ 9.2 5.1 ～ 9.3 5.2 ～ 9.4 5.3 ～ 9.5 5.4 ～ 9.6 5.5 ～ 9.7 5.6 ～ 9.8 5.7 ～ 9.9 5.8 ～ 10.0 5.9 ～ 10.1 6.0 ～ 10.2

 6  5.4 ～ 8.8 5.5 ～ 8.9 5.6 ～ 9.0 5.7 ～ 9.2 5.8 ～ 9.3 5.9 ～ 9.4 6.0 ～ 9.5 6.1 ～ 9.6 6.2 ～ 9.7 6.2 ～ 9.8 6.3 ～ 9.9

職 7  5.6 ～ 8.6 5.7 ～ 8.7 5.8 ～ 8.8 5.9 ～ 8.9 6.0 ～ 9.0 6.1 ～ 9.1 6.2 ～ 9.2 6.3 ～ 9.3 6.4 ～ 9.4 6.5 ～ 9.5 6.6 ～ 9.6

 8  5.8 ～ 8.4 5.9 ～ 8.5 6.0 ～ 8.6 6.1 ～ 8.7 6.2 ～ 8.8 6.3 ～ 8.9 6.4 ～ 9.0 6.5 ～ 9.1 6.6 ～ 9.2 6.7 ～ 9.3 6.8 ～ 9.4

給 9  5.9 ～ 8.2 6.0 ～ 8.3 6.1 ～ 8.4 6.2 ～ 8.5 6.3 ～ 8.6 6.4 ～ 8.7 6.5 ～ 8.8 6.6 ～ 8.9 6.7 ～ 9.0 6.8 ～ 9.1 6.9 ～ 9.2

 10  6.0 ～ 8.1 6.1 ～ 8.2 6.2 ～ 8.3 6.3 ～ 8.4 6.4 ～ 8.5 6.5 ～ 8.6 6.6 ～ 8.7 6.7 ～ 8.8 6.8 ～ 8.9 6.9 ～ 9.0 7.0 ～ 9.1

付 11  6.1 ～ 8.0 6.2 ～ 8.1 6.3 ～ 8.2 6.4 ～ 8.3 6.5 ～ 8.4 6.6 ～ 8.5 6.7 ～ 8.6 6.8 ～ 8.7 6.9 ～ 8.8 7.0 ～ 8.9 7.1 ～ 9.0

 12  6.2 ～ 7.9 6.3 ～ 8.0 6.4 ～ 8.1 6.5 ～ 8.2 6.6 ～ 8.3 6.7 ～ 8.4 6.8 ～ 8.5 6.9 ～ 8.6 7.0 ～ 8.7 7.1 ～ 8.8 7.2 ～ 8.9

支 13  6.3 ～ 7.8 6.4 ～ 7.9 6.5 ～ 8.0 6.6 ～ 8.1 6.7 ～ 8.2 6.8 ～ 8.3 6.9 ～ 8.4 7.0 ～ 8.5 7.1 ～ 8.6 7.2 ～ 8.7 7.3 ～ 8.8

 14  6.3 ～ 7.8 6.4 ～ 7.9 6.5 ～ 8.0 6.6 ～ 8.1 6.7 ～ 8.2 6.8 ～ 8.3 6.9 ～ 8.4 7.0 ～ 8.5 7.1 ～ 8.6 7.2 ～ 8.7 7.3 ～ 8.8

払 15  6.4 ～ 7.7 6.5 ～ 7.8 6.6 ～ 7.9 6.7 ～ 8.0 6.8 ～ 8.1 6.9 ～ 8.2 7.0 ～ 8.3 7.1 ～ 8.4 7.2 ～ 8.5 7.3 ～ 8.6 7.4 ～ 8.7

 16  6.4 ～ 7.7 6.5 ～ 7.8 6.6 ～ 7.9 6.7 ～ 8.0 6.8 ～ 8.1 6.9 ～ 8.2 7.0 ～ 8.3 7.1 ～ 8.4 7.2 ～ 8.5 7.3 ～ 8.6 7.4 ～ 8.7

時 17  6.5 ～ 7.6 6.6 ～ 7.7 6.7 ～ 7.8 6.8 ～ 7.9 6.8 ～ 8.0 6.9 ～ 8.1 7.0 ～ 8.2 7.1 ～ 8.3 7.2 ～ 8.4 7.3 ～ 8.5 7.4 ～ 8.6

 18  6.5 ～ 7.6 6.6 ～ 7.7 6.7 ～ 7.8 6.8 ～ 7.9 6.9 ～ 8.0 7.0 ～ 8.1 7.1 ～ 8.2 7.2 ～ 8.3 7.3 ～ 8.4 7.4 ～ 8.5 7.5 ～ 8.6

ま 19  6.5 ～ 7.5 6.6 ～ 7.6 6.7 ～ 7.7 6.8 ～ 7.8 6.9 ～ 7.9 7.0 ～ 8.0 7.1 ～ 8.1 7.2 ～ 8.2 7.3 ～ 8.3 7.4 ～ 8.4 7.5 ～ 8.6

 20  6.5 ～ 7.5 6.6 ～ 7.6 6.7 ～ 7.7 6.8 ～ 7.8 6.9 ～ 7.9 7.0 ～ 8.0 7.1 ～ 8.1 7.2 ～ 8.2 7.3 ～ 8.3 7.4 ～ 8.4 7.5 ～ 8.5

で 21  6.6 ～ 7.5 6.7 ～ 7.6 6.8 ～ 7.7 6.9 ～ 7.8 7.0 ～ 7.9 7.1 ～ 8.0 7.2 ～ 8.1 7.3 ～ 8.2 7.4 ～ 8.3 7.5 ～ 8.4 7.6 ～ 8.5

 22  6.6 ～ 7.5 6.7 ～ 7.6 6.8 ～ 7.7 6.9 ～ 7.8 7.0 ～ 7.9 7.1 ～ 8.0 7.2 ～ 8.1 7.3 ～ 8.2 7.4 ～ 8.3 7.5 ～ 8.4 7.6 ～ 8.5

の 23  6.6 ～ 7.4 6.7 ～ 7.5 6.8 ～ 7.6 6.9 ～ 7.7 7.0 ～ 7.8 7.1 ～ 7.9 7.2 ～ 8.0 7.3 ～ 8.1 7.4 ～ 8.2 7.5 ～ 8.3 7.6 ～ 8.4

 24  6.6 ～ 7.4 6.7 ～ 7.5 6.8 ～ 7.6 6.9 ～ 7.7 7.0 ～ 7.8 7.1 ～ 7.9 7.2 ～ 8.0 7.3 ～ 8.1 7.4 ～ 8.2 7.5 ～ 8.3 7.6 ～ 8.4

平 25  6.6 ～ 7.4 6.7 ～ 7.5 6.8 ～ 7.6 6.9 ～ 7.7 7.0 ～ 7.8 7.1 ～ 7.9 7.2 ～ 8.0 7.3 ～ 8.1 7.4 ～ 8.2 7.5 ～ 8.3 7.6 ～ 8.4

 26  6.7 ～ 7.4 6.8 ～ 7.5 6.9 ～ 7.6 7.0 ～ 7.7 7.1 ～ 7.8 7.2 ～ 7.9 7.3 ～ 8.0 7.4 ～ 8.1 7.5 ～ 8.2 7.6 ～ 8.3 7.7 ～ 8.4

均 27  6.7 ～ 7.4 6.8 ～ 7.5 6.9 ～ 7.6 7.0 ～ 7.7 7.1 ～ 7.8 7.2 ～ 7.9 7.3 ～ 8.0 7.4 ～ 8.1 7.5 ～ 8.2 7.6 ～ 8.3 7.7 ～ 8.4

 28  6.7 ～ 7.4 6.8 ～ 7.5 6.9 ～ 7.6 7.0 ～ 7.7 7.1 ～ 7.8 7.2 ～ 7.9 7.3 ～ 8.0 7.4 ～ 8.1 7.5 ～ 8.2 7.6 ～ 8.3 7.7 ～ 8.4

残 29  6.7 ～ 7.3 6.8 ～ 7.4 6.9 ～ 7.5 7.0 ～ 7.6 7.1 ～ 7.7 7.2 ～ 7.8 7.3 ～ 7.9 7.4 ～ 8.0 7.5 ～ 8.1 7.6 ～ 8.2 7.7 ～ 8.3

 30  6.7 ～ 7.3 6.8 ～ 7.4 6.9 ～ 7.5 7.0 ～ 7.6 7.1 ～ 7.7 7.2 ～ 7.8 7.3 ～ 7.9 7.4 ～ 8.0 7.5 ～ 8.1 7.6 ～ 8.2 7.7 ～ 8.3

存 31  6.7 ～ 7.3 6.8 ～ 7.4 6.9 ～ 7.5 7.0 ～ 7.6 7.1 ～ 7.7 7.2 ～ 7.8 7.3 ～ 7.9 7.4 ～ 8.0 7.5 ～ 8.1 7.6 ～ 8.2 7.7 ～ 8.3

 32  6.7 ～ 7.3 6.8 ～ 7.4 6.9 ～ 7.5 7.0 ～ 7.6 7.1 ～ 7.7 7.2 ～ 7.8 7.3 ～ 7.9 7.4 ～ 8.0 7.5 ～ 8.1 7.6 ～ 8.2 7.7 ～ 8.3

期 33  6.7 ～ 7.3 6.8 ～ 7.4 6.9 ～ 7.5 7.0 ～ 7.6 7.1 ～ 7.7 7.2 ～ 7.8 7.3 ～ 7.9 7.4 ～ 8.0 7.5 ～ 8.1 7.6 ～ 8.2 7.7 ～ 8.3

 34  6.8 ～ 7.3 6.9 ～ 7.4 6.9 ～ 7.5 7.0 ～ 7.6 7.1 ～ 7.7 7.2 ～ 7.8 7.3 ～ 7.9 7.4 ～ 8.0 7.5 ～ 8.1 7.6 ～ 8.2 7.7 ～ 8.3

間 35  6.8 ～ 7.3 6.9 ～ 7.4 7.0 ～ 7.5 7.1 ～ 7.6 7.2 ～ 7.7 7.3 ～ 7.8 7.4 ～ 7.9 7.5 ～ 8.0 7.6 ～ 8.1 7.7 ～ 8.2 7.8 ～ 8.3

 36  6.8 ～ 7.3 6.9 ～ 7.4 7.0 ～ 7.5 7.1 ～ 7.6 7.2 ～ 7.7 7.3 ～ 7.8 7.4 ～ 7.9 7.5 ～ 8.0 7.6 ～ 8.1 7.7 ～ 8.2 7.8 ～ 8.3

 37  6.8 ～ 7.3 6.9 ～ 7.4 7.0 ～ 7.5 7.1 ～ 7.6 7.2 ～ 7.7 7.3 ～ 7.8 7.4 ～ 7.9 7.5 ～ 8.0 7.6 ～ 8.1 7.7 ～ 8.2 7.8 ～ 8.3

 38  6.8 ～ 7.2 6.9 ～ 7.3 7.0 ～ 7.4 7.1 ～ 7.5 7.2 ～ 7.6 7.3 ～ 7.7 7.4 ～ 7.8 7.5 ～ 7.9 7.6 ～ 8.0 7.7 ～ 8.1 7.8 ～ 8.2

 39  6.8 ～ 7.2 6.9 ～ 7.3 7.0 ～ 7.4 7.1 ～ 7.5 7.2 ～ 7.6 7.3 ～ 7.7 7.4 ～ 7.8 7.5 ～ 7.9 7.6 ～ 8.0 7.7 ～ 8.1 7.8 ～ 8.2

 40  6.8 ～ 7.2 6.9 ～ 7.3 7.0 ～ 7.4 7.1 ～ 7.5 7.2 ～ 7.6 7.3 ～ 7.7 7.4 ～ 7.8 7.5 ～ 7.9 7.6 ～ 8.0 7.7 ～ 8.1 7.8 ～ 8.2
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   前  期  末  の  割  引  率 

   8.0% 8.1% 8.2% 8.3% 8.4% 8.5% 8.6% 8.7% 8.8% 8.9% 9.0% 

 1 年  ～ 20.0  ～ 20.1  ～20.2  ～ 20.3  ～ 20.4  ～ 20.5  ～20.6  ～ 20.7  ～ 20.8  ～ 21.0  ～ 21.1

 2  3.0 ～ 13.8 3.1 ～ 13.9 3.2 ～14.0 3.3 ～ 14.1 3.4 ～ 14.2 3.5 ～ 14.3 3.6 ～14.4 3.7 ～ 14.5 3.8 ～ 14.6 3.9 ～ 14.7 4.0 ～ 14.8

 3  4.7 ～ 11.8 4.8 ～ 11.9 4.9 ～12.0 5.0 ～ 12.1 5.1 ～ 12.2 5.2 ～ 12.3 5.3 ～12.4 5.4 ～ 12.5 5.4 ～ 12.6 5.5 ～ 12.7 5.6 ～ 12.8

 4  5.5 ～ 10.8 5.6 ～ 10.9 5.7 ～11.0 5.8 ～ 11.1 5.9 ～ 11.2 6.0 ～ 11.3 6.1 ～11.4 6.2 ～ 11.6 6.3 ～ 11.7 6.4 ～ 11.8 6.5 ～ 11.9

退 5  6.0 ～ 10.2 6.1 ～ 10.4 6.2 ～10.5 6.3 ～ 10.6 6.4 ～ 10.7 6.5 ～ 10.8 6.6 ～10.9 6.7 ～ 11.0 6.8 ～ 11.1 6.9 ～ 11.2 7.0 ～ 11.3

 6  6.3 ～ 9.9 6.4 ～ 10.0 6.5 ～10.1 6.6 ～ 10.2 6.7 ～ 10.3 6.8 ～ 10.4 6.9 ～10.5 7.0 ～ 10.6 7.1 ～ 10.7 7.2 ～ 10.8 7.3 ～ 10.9

職 7  6.6 ～ 9.6 6.7 ～ 9.7 6.8 ～ 9.8 6.9 ～ 9.9 7.0 ～ 10.0 7.1 ～ 10.1 7.2 ～10.2 7.3 ～ 10.3 7.4 ～ 10.4 7.5 ～ 10.5 7.6 ～ 10.6

 8  6.8 ～ 9.4 6.9 ～ 9.5 7.0 ～ 9.6 7.1 ～ 9.7 7.2 ～ 9.8 7.3 ～ 9.9 7.4 ～10.0 7.5 ～ 10.1 7.6 ～ 10.2 7.7 ～ 10.3 7.8 ～ 10.4

給 9  6.9 ～ 9.2 7.0 ～ 9.3 7.1 ～ 9.4 7.2 ～ 9.5 7.3 ～ 9.6 7.4 ～ 9.7 7.5 ～ 9.8 7.6 ～ 9.9 7.7 ～ 10.0 7.8 ～ 10.1 7.9 ～ 10.2

 10  7.0 ～ 9.1 7.1 ～ 9.2 7.2 ～ 9.3 7.3 ～ 9.4 7.4 ～ 9.5 7.5 ～ 9.6 7.6 ～ 9.7 7.7 ～ 9.8 7.8 ～ 9.9 7.9 ～ 10.0 8.0 ～ 10.1

付 11  7.1 ～ 9.0 7.2 ～ 9.1 7.3 ～ 9.2 7.4 ～ 9.3 7.5 ～ 9.4 7.6 ～ 9.5 7.7 ～ 9.6 7.8 ～ 9.7 7.9 ～ 9.8 8.0 ～ 9.9 8.1 ～ 10.0

 12  7.2 ～ 8.9 7.3 ～ 9.0 7.4 ～ 9.1 7.5 ～ 9.2 7.6 ～ 9.3 7.7 ～ 9.4 7.8 ～ 9.5 7.9 ～ 9.6 8.0 ～ 9.7 8.1 ～ 9.8 8.2 ～ 9.9

支 13  7.3 ～ 8.8 7.4 ～ 8.9 7.5 ～ 9.0 7.6 ～ 9.1 7.7 ～ 9.2 7.8 ～ 9.3 7.9 ～ 9.4 8.0 ～ 9.5 8.1 ～ 9.6 8.2 ～ 9.7 8.3 ～ 9.8

 14  7.3 ～ 8.8 7.4 ～ 8.9 7.5 ～ 9.0 7.6 ～ 9.1 7.7 ～ 9.2 7.8 ～ 9.3 7.9 ～ 9.4 8.0 ～ 9.5 8.1 ～ 9.6 8.2 ～ 9.7 8.3 ～ 9.8

払 15  7.4 ～ 8.7 7.5 ～ 8.8 7.6 ～ 8.9 7.7 ～ 9.0 7.8 ～ 9.1 7.9 ～ 9.2 8.0 ～ 9.3 8.1 ～ 9.4 8.2 ～ 9.5 8.3 ～ 9.6 8.4 ～ 9.7

 16  7.4 ～ 8.7 7.5 ～ 8.8 7.6 ～ 8.9 7.7 ～ 9.0 7.8 ～ 9.1 7.9 ～ 9.2 8.0 ～ 9.3 8.1 ～ 9.4 8.2 ～ 9.5 8.3 ～ 9.6 8.4 ～ 9.7

時 17  7.4 ～ 8.6 7.5 ～ 8.7 7.6 ～ 8.8 7.7 ～ 8.9 7.8 ～ 9.0 7.9 ～ 9.1 8.0 ～ 9.2 8.1 ～ 9.3 8.2 ～ 9.4 8.3 ～ 9.5 8.4 ～ 9.6

 18  7.5 ～ 8.6 7.6 ～ 8.7 7.7 ～ 8.8 7.8 ～ 8.9 7.9 ～ 9.0 8.0 ～ 9.1 8.1 ～ 9.2 8.2 ～ 9.3 8.3 ～ 9.4 8.4 ～ 9.5 8.5 ～ 9.6

ま 19  7.5 ～ 8.6 7.6 ～ 8.7 7.7 ～ 8.8 7.8 ～ 8.9 7.9 ～ 9.0 8.0 ～ 9.1 8.1 ～ 9.2 8.2 ～ 9.3 8.3 ～ 9.4 8.4 ～ 9.5 8.5 ～ 9.6

 20  7.5 ～ 8.5 7.6 ～ 8.6 7.7 ～ 8.7 7.8 ～ 8.8 7.9 ～ 8.9 8.0 ～ 9.0 8.1 ～ 9.1 8.2 ～ 9.2 8.3 ～ 9.3 8.4 ～ 9.4 8.5 ～ 9.5

で 21  7.6 ～ 8.5 7.7 ～ 8.6 7.8 ～ 8.7 7.9 ～ 8.8 8.0 ～ 8.9 8.1 ～ 9.0 8.2 ～ 9.1 8.3 ～ 9.2 8.4 ～ 9.3 8.5 ～ 9.4 8.6 ～ 9.5

 22  7.6 ～ 8.5 7.7 ～ 8.6 7.8 ～ 8.7 7.9 ～ 8.8 8.0 ～ 8.9 8.1 ～ 9.0 8.2 ～ 9.1 8.3 ～ 9.2 8.4 ～ 9.3 8.5 ～ 9.4 8.6 ～ 9.5

の 23  7.6 ～ 8.4 7.7 ～ 8.5 7.8 ～ 8.6 7.9 ～ 8.7 8.0 ～ 8.8 8.1 ～ 8.9 8.2 ～ 9.0 8.3 ～ 9.1 8.4 ～ 9.2 8.5 ～ 9.4 8.6 ～ 9.5

 24  7.6 ～ 8.4 7.7 ～ 8.5 7.8 ～ 8.6 7.9 ～ 8.7 8.0 ～ 8.8 8.1 ～ 8.9 8.2 ～ 9.0 8.3 ～ 9.1 8.4 ～ 9.2 8.5 ～ 9.3 8.6 ～ 9.4

平 25  7.6 ～ 8.4 7.7 ～ 8.5 7.8 ～ 8.6 7.9 ～ 8.7 8.0 ～ 8.8 8.1 ～ 8.9 8.2 ～ 9.0 8.3 ～ 9.1 8.4 ～ 9.2 8.5 ～ 9.3 8.6 ～ 9.4

 26  7.7 ～ 8.4 7.8 ～ 8.5 7.9 ～ 8.6 8.0 ～ 8.7 8.1 ～ 8.8 8.2 ～ 8.9 8.3 ～ 9.0 8.4 ～ 9.1 8.5 ～ 9.2 8.6 ～ 9.3 8.7 ～ 9.4

均 27  7.7 ～ 8.4 7.8 ～ 8.5 7.9 ～ 8.6 8.0 ～ 8.7 8.1 ～ 8.8 8.2 ～ 8.9 8.3 ～ 9.0 8.4 ～ 9.1 8.5 ～ 9.2 8.6 ～ 9.3 8.7 ～ 9.4

 28  7.7 ～ 8.4 7.8 ～ 8.5 7.9 ～ 8.6 8.0 ～ 8.7 8.1 ～ 8.8 8.2 ～ 8.9 8.3 ～ 9.0 8.4 ～ 9.1 8.5 ～ 9.2 8.6 ～ 9.3 8.7 ～ 9.4

残 29  7.7 ～ 8.3 7.8 ～ 8.4 7.9 ～ 8.5 8.0 ～ 8.6 8.1 ～ 8.7 8.2 ～ 8.8 8.3 ～ 8.9 8.4 ～ 9.0 8.5 ～ 9.1 8.6 ～ 9.2 8.7 ～ 9.3

 30  7.7 ～ 8.3 7.8 ～ 8.4 7.9 ～ 8.5 8.0 ～ 8.6 8.1 ～ 8.7 8.2 ～ 8.8 8.3 ～ 8.9 8.4 ～ 9.0 8.5 ～ 9.1 8.6 ～ 9.2 8.7 ～ 9.3

存 31  7.7 ～ 8.3 7.8 ～ 8.4 7.9 ～ 8.5 8.0 ～ 8.6 8.1 ～ 8.7 8.2 ～ 8.8 8.3 ～ 8.9 8.4 ～ 9.0 8.5 ～ 9.1 8.6 ～ 9.2 8.7 ～ 9.3

 32  7.7 ～ 8.3 7.8 ～ 8.4 7.9 ～ 8.5 8.0 ～ 8.6 8.1 ～ 8.7 8.2 ～ 8.8 8.3 ～ 8.9 8.4 ～ 9.0 8.5 ～ 9.1 8.6 ～ 9.2 8.7 ～ 9.3

期 33  7.7 ～ 8.3 7.8 ～ 8.4 7.9 ～ 8.5 8.0 ～ 8.6 8.1 ～ 8.7 8.2 ～ 8.8 8.3 ～ 8.9 8.4 ～ 9.0 8.5 ～ 9.1 8.6 ～ 9.2 8.7 ～ 9.3

 34  7.7 ～ 8.3 7.8 ～ 8.4 7.9 ～ 8.5 8.0 ～ 8.6 8.1 ～ 8.7 8.2 ～ 8.8 8.3 ～ 8.9 8.4 ～ 9.0 8.5 ～ 9.1 8.6 ～ 9.2 8.7 ～ 9.3

間 35  7.8 ～ 8.3 7.9 ～ 8.4 8.0 ～ 8.5 8.1 ～ 8.6 8.2 ～ 8.7 8.3 ～ 8.8 8.4 ～ 8.9 8.5 ～ 9.0 8.6 ～ 9.1 8.7 ～ 9.2 8.8 ～ 9.3

 36  7.8 ～ 8.3 7.9 ～ 8.4 8.0 ～ 8.5 8.1 ～ 8.6 8.2 ～ 8.7 8.3 ～ 8.8 8.4 ～ 8.9 8.5 ～ 9.0 8.6 ～ 9.1 8.7 ～ 9.2 8.8 ～ 9.3

 37  7.8 ～ 8.3 7.9 ～ 8.4 8.0 ～ 8.5 8.1 ～ 8.6 8.2 ～ 8.7 8.3 ～ 8.8 8.4 ～ 8.9 8.5 ～ 9.0 8.6 ～ 9.1 8.7 ～ 9.2 8.8 ～ 9.3

 38  7.8 ～ 8.2 7.9 ～ 8.4 8.0 ～ 8.5 8.1 ～ 8.6 8.2 ～ 8.7 8.3 ～ 8.8 8.4 ～ 8.9 8.5 ～ 9.0 8.6 ～ 9.1 8.7 ～ 9.2 8.8 ～ 9.3

 39  7.8 ～ 8.2 7.9 ～ 8.3 8.0 ～ 8.4 8.1 ～ 8.5 8.2 ～ 8.6 8.3 ～ 8.7 8.4 ～ 8.8 8.5 ～ 8.9 8.6 ～ 9.0 8.7 ～ 9.1 8.8 ～ 9.2

 40  7.8 ～ 8.2 7.9 ～ 8.3 8.0 ～ 8.4 8.1 ～ 8.5 8.2 ～ 8.6 8.3 ～ 8.7 8.4 ～ 8.8 8.5 ～ 8.9 8.6 ～ 9.0 8.7 ～ 9.1 8.8 ～ 9.2
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   前  期  末  の  割  引  率 

   9.0% 9.1% 9.2% 9.3% 9.4% 9.5% 9.6% 9.7% 9.8% 9.9% 10.0% 

 1 年  ～ 21.1  ～ 21.2  ～21.3  ～ 21.4  ～ 21.5  ～ 21.6  ～21.7  ～ 21.8  ～ 22.0  ～ 22.1 0.0 ～ 22.2

 2  4.0 ～ 14.8 4.1 ～ 15.0 4.2 ～15.1 4.3 ～ 15.2 4.4 ～ 15.3 4.5 ～ 15.4 4.5 ～15.5 4.6 ～ 15.6 4.7 ～ 15.7 4.8 ～ 15.8 4.9 ～ 15.9

 3  5.6 ～ 12.8 5.7 ～ 12.9 5.8 ～13.1 5.9 ～ 13.2 6.0 ～ 13.3 6.1 ～ 13.4 6.2 ～13.5 6.3 ～ 13.6 6.4 ～ 13.7 6.5 ～ 13.8 6.6 ～ 13.9

 4  6.5 ～ 11.9 6.6 ～ 12.0 6.7 ～12.1 6.8 ～ 12.2 6.9 ～ 12.3 7.0 ～ 12.4 7.1 ～12.5 7.2 ～ 12.6 7.3 ～ 12.7 7.4 ～ 12.8 7.5 ～ 12.9

退 5  7.0 ～ 11.3 7.1 ～ 11.4 7.2 ～11.5 7.3 ～ 11.6 7.4 ～ 11.7 7.5 ～ 11.8 7.6 ～11.9 7.7 ～ 12.0 7.8 ～ 12.1 7.9 ～ 12.2 8.0 ～ 12.3

 6  7.3 ～ 10.9 7.4 ～ 11.0 7.5 ～11.1 7.6 ～ 11.2 7.7 ～ 11.3 7.8 ～ 11.4 7.9 ～11.5 8.0 ～ 11.6 8.1 ～ 11.7 8.2 ～ 11.8 8.3 ～ 11.9

職 7  7.6 ～ 10.6 7.7 ～ 10.7 7.8 ～10.8 7.9 ～ 10.9 8.0 ～ 11.0 8.1 ～ 11.1 8.2 ～11.2 8.3 ～ 11.3 8.4 ～ 11.4 8.5 ～ 11.5 8.6 ～ 11.6

 8  7.8 ～ 10.4 7.9 ～ 10.5 8.0 ～10.6 8.1 ～ 10.7 8.2 ～ 10.8 8.3 ～ 10.9 8.4 ～11.0 8.5 ～ 11.1 8.5 ～ 11.2 8.6 ～ 11.3 8.7 ～ 11.4

給 9  7.9 ～ 10.2 8.0 ～ 10.3 8.1 ～10.4 8.2 ～ 10.5 8.3 ～ 10.6 8.4 ～ 10.7 8.5 ～10.8 8.6 ～ 10.9 8.7 ～ 11.0 8.8 ～ 11.1 8.9 ～ 11.2

 10  8.0 ～ 10.1 8.1 ～ 10.2 8.2 ～10.3 8.3 ～ 10.4 8.4 ～ 10.5 8.5 ～ 10.6 8.6 ～10.7 8.7 ～ 10.8 8.8 ～ 10.9 8.9 ～ 11.0 9.0 ～ 11.1

付 11  8.1 ～ 10.0 8.2 ～ 10.1 8.3 ～10.2 8.4 ～ 10.3 8.5 ～ 10.4 8.6 ～ 10.5 8.7 ～10.6 8.8 ～ 10.7 8.9 ～ 10.8 9.0 ～ 10.9 9.1 ～ 11.0

 12  8.2 ～ 9.9 8.3 ～ 10.0 8.4 ～10.1 8.5 ～ 10.2 8.6 ～ 10.3 8.7 ～ 10.4 8.8 ～10.5 8.9 ～ 10.6 9.0 ～ 10.7 9.1 ～ 10.8 9.2 ～ 10.9

支 13  8.3 ～ 9.8 8.4 ～ 9.9 8.5 ～10.0 8.6 ～ 10.1 8.7 ～ 10.2 8.8 ～ 10.3 8.8 ～10.4 8.9 ～ 10.5 9.0 ～ 10.6 9.1 ～ 10.7 9.2 ～ 10.8

 14  8.3 ～ 9.8 8.4 ～ 9.9 8.5 ～10.0 8.6 ～ 10.1 8.7 ～ 10.2 8.8 ～ 10.3 8.9 ～10.4 9.0 ～ 10.5 9.1 ～ 10.6 9.2 ～ 10.7 9.3 ～ 10.8

払 15  8.4 ～ 9.7 8.5 ～ 9.8 8.6 ～ 9.9 8.7 ～ 10.0 8.8 ～ 10.1 8.9 ～ 10.2 9.0 ～10.3 9.1 ～ 10.4 9.2 ～ 10.5 9.3 ～ 10.6 9.4 ～ 10.7

 16  8.4 ～ 9.7 8.5 ～ 9.8 8.6 ～ 9.9 8.7 ～ 10.0 8.8 ～ 10.1 8.9 ～ 10.2 9.0 ～10.3 9.1 ～ 10.4 9.2 ～ 10.5 9.3 ～ 10.6 9.4 ～ 10.7

時 17  8.4 ～ 9.6 8.5 ～ 9.7 8.6 ～ 9.8 8.7 ～ 9.9 8.8 ～ 10.0 8.9 ～ 10.1 9.0 ～10.2 9.1 ～ 10.3 9.2 ～ 10.4 9.3 ～ 10.5 9.4 ～ 10.6

 18  8.5 ～ 9.6 8.6 ～ 9.7 8.7 ～ 9.8 8.8 ～ 9.9 8.9 ～ 10.0 9.0 ～ 10.1 9.1 ～10.2 9.2 ～ 10.3 9.3 ～ 10.4 9.4 ～ 10.5 9.5 ～ 10.6

ま 19  8.5 ～ 9.6 8.6 ～ 9.7 8.7 ～ 9.8 8.8 ～ 9.9 8.9 ～ 10.0 9.0 ～ 10.1 9.1 ～10.2 9.2 ～ 10.3 9.3 ～ 10.4 9.4 ～ 10.5 9.5 ～ 10.6

 20  8.5 ～ 9.5 8.6 ～ 9.6 8.7 ～ 9.7 8.8 ～ 9.8 8.9 ～ 9.9 9.0 ～ 10.0 9.1 ～10.1 9.2 ～ 10.2 9.3 ～ 10.3 9.4 ～ 10.4 9.5 ～ 10.5

で 21  8.6 ～ 9.5 8.7 ～ 9.6 8.8 ～ 9.7 8.9 ～ 9.8 9.0 ～ 9.9 9.1 ～ 10.0 9.2 ～10.1 9.3 ～ 10.2 9.4 ～ 10.3 9.5 ～ 10.4 9.6 ～ 10.5

 22  8.6 ～ 9.5 8.7 ～ 9.6 8.8 ～ 9.7 8.9 ～ 9.8 9.0 ～ 9.9 9.1 ～ 10.0 9.2 ～10.1 9.3 ～ 10.2 9.4 ～ 10.3 9.5 ～ 10.4 9.6 ～ 10.5

の 23  8.6 ～ 9.5 8.7 ～ 9.6 8.8 ～ 9.7 8.9 ～ 9.8 9.0 ～ 9.9 9.1 ～ 10.0 9.2 ～10.1 9.3 ～ 10.2 9.4 ～ 10.3 9.5 ～ 10.4 9.6 ～ 10.5

 24  8.6 ～ 9.4 8.7 ～ 9.5 8.8 ～ 9.6 8.9 ～ 9.7 9.0 ～ 9.8 9.1 ～ 9.9 9.2 ～10.0 9.3 ～ 10.1 9.4 ～ 10.2 9.5 ～ 10.3 9.6 ～ 10.4

平 25  8.6 ～ 9.4 8.7 ～ 9.5 8.8 ～ 9.6 8.9 ～ 9.7 9.0 ～ 9.8 9.1 ～ 9.9 9.2 ～10.0 9.3 ～ 10.1 9.4 ～ 10.2 9.5 ～ 10.3 9.6 ～ 10.4

 26  8.7 ～ 9.4 8.8 ～ 9.5 8.9 ～ 9.6 9.0 ～ 9.7 9.0 ～ 9.8 9.1 ～ 9.9 9.2 ～10.0 9.3 ～ 10.1 9.4 ～ 10.2 9.5 ～ 10.3 9.6 ～ 10.4

均 27  8.7 ～ 9.4 8.8 ～ 9.5 8.9 ～ 9.6 9.0 ～ 9.7 9.1 ～ 9.8 9.2 ～ 9.9 9.3 ～10.0 9.4 ～ 10.1 9.5 ～ 10.2 9.6 ～ 10.3 9.7 ～ 10.4

 28  8.7 ～ 9.4 8.8 ～ 9.5 8.9 ～ 9.6 9.0 ～ 9.7 9.1 ～ 9.8 9.2 ～ 9.9 9.3 ～10.0 9.4 ～ 10.1 9.5 ～ 10.2 9.6 ～ 10.3 9.7 ～ 10.4

残 29  8.7 ～ 9.3 8.8 ～ 9.4 8.9 ～ 9.5 9.0 ～ 9.6 9.1 ～ 9.7 9.2 ～ 9.8 9.3 ～ 9.9 9.4 ～ 10.0 9.5 ～ 10.1 9.6 ～ 10.3 9.7 ～ 10.4

 30  8.7 ～ 9.3 8.8 ～ 9.4 8.9 ～ 9.5 9.0 ～ 9.6 9.1 ～ 9.7 9.2 ～ 9.8 9.3 ～ 9.9 9.4 ～ 10.0 9.5 ～ 10.1 9.6 ～ 10.2 9.7 ～ 10.3

存 31  8.7 ～ 9.3 8.8 ～ 9.4 8.9 ～ 9.5 9.0 ～ 9.6 9.1 ～ 9.7 9.2 ～ 9.8 9.3 ～ 9.9 9.4 ～ 10.0 9.5 ～ 10.1 9.6 ～ 10.2 9.7 ～ 10.3

 32  8.7 ～ 9.3 8.8 ～ 9.4 8.9 ～ 9.5 9.0 ～ 9.6 9.1 ～ 9.7 9.2 ～ 9.8 9.3 ～ 9.9 9.4 ～ 10.0 9.5 ～ 10.1 9.6 ～ 10.2 9.7 ～ 10.3

期 33  8.7 ～ 9.3 8.8 ～ 9.4 8.9 ～ 9.5 9.0 ～ 9.6 9.1 ～ 9.7 9.2 ～ 9.8 9.3 ～ 9.9 9.4 ～ 10.0 9.5 ～ 10.1 9.6 ～ 10.2 9.7 ～ 10.3

 34  8.7 ～ 9.3 8.8 ～ 9.4 8.9 ～ 9.5 9.0 ～ 9.6 9.1 ～ 9.7 9.2 ～ 9.8 9.3 ～ 9.9 9.4 ～ 10.0 9.5 ～ 10.1 9.6 ～ 10.2 9.7 ～ 10.3

間 35  8.8 ～ 9.3 8.9 ～ 9.4 9.0 ～ 9.5 9.1 ～ 9.6 9.2 ～ 9.7 9.3 ～ 9.8 9.4 ～ 9.9 9.5 ～ 10.0 9.6 ～ 10.1 9.7 ～ 10.2 9.8 ～ 10.3

 36  8.8 ～ 9.3 8.9 ～ 9.4 9.0 ～ 9.5 9.1 ～ 9.6 9.2 ～ 9.7 9.3 ～ 9.8 9.4 ～ 9.9 9.5 ～ 10.0 9.6 ～ 10.1 9.7 ～ 10.2 9.8 ～ 10.3

 37  8.8 ～ 9.3 8.9 ～ 9.4 9.0 ～ 9.5 9.1 ～ 9.6 9.2 ～ 9.7 9.3 ～ 9.8 9.4 ～ 9.9 9.5 ～ 10.0 9.6 ～ 10.1 9.7 ～ 10.2 9.8 ～ 10.3

 38  8.8 ～ 9.3 8.9 ～ 9.4 9.0 ～ 9.5 9.1 ～ 9.6 9.2 ～ 9.7 9.3 ～ 9.8 9.4 ～ 9.9 9.5 ～ 10.0 9.6 ～ 10.1 9.7 ～ 10.2 9.8 ～ 10.3

 39  8.8 ～ 9.2 8.9 ～ 9.3 9.0 ～ 9.4 9.1 ～ 9.5 9.2 ～ 9.6 9.3 ～ 9.7 9.4 ～ 9.8 9.5 ～ 9.9 9.6 ～ 10.0 9.7 ～ 10.1 9.8 ～ 10.2

 40  8.8 ～ 9.2 8.9 ～ 9.3 9.0 ～ 9.4 9.1 ～ 9.5 9.2 ～ 9.6 9.3 ～ 9.7 9.4 ～ 9.8 9.5 ～ 9.9 9.6 ～ 10.0 9.7 ～ 10.1 9.8 ～ 10.2
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   前  期  末  の  割  引  率 

   10.0% 10.1% 10.2% 10.3% 10.4% 10.5% 10.6% 10.7% 10.8% 10.9% 11.0% 

 1 年 0.0 ～ 22.2 0.1 ～ 22.3 0.2 ～22.4 0.3 ～ 22.5 0.4 ～ 22.6 0.5 ～ 22.7 0.6 ～22.8 0.7 ～ 23.0 0.8 ～ 23.1 0.9 ～ 23.2 1.0 ～ 23.3

 2  4.9 ～ 15.9 5.0 ～ 16.0 5.1 ～16.1 5.2 ～ 16.2 5.3 ～ 16.3 5.4 ～ 16.4 5.5 ～16.5 5.6 ～ 16.6 5.7 ～ 16.7 5.8 ～ 16.8 5.9 ～ 17.0

 3  6.6 ～ 13.9 6.7 ～ 14.0 6.8 ～14.1 6.9 ～ 14.2 7.0 ～ 14.3 7.1 ～ 14.4 7.2 ～14.5 7.3 ～ 14.6 7.4 ～ 14.7 7.5 ～ 14.8 7.6 ～ 14.9

 4  7.5 ～ 12.9 7.6 ～ 13.0 7.7 ～13.1 7.8 ～ 13.2 7.9 ～ 13.3 7.9 ～ 13.4 8.0 ～13.5 8.1 ～ 13.6 8.2 ～ 13.7 8.3 ～ 13.8 8.4 ～ 13.9

退 5  8.0 ～ 12.3 8.1 ～ 12.4 8.2 ～12.5 8.3 ～ 12.6 8.4 ～ 12.7 8.5 ～ 12.8 8.6 ～12.9 8.7 ～ 13.0 8.8 ～ 13.1 8.9 ～ 13.2 9.0 ～ 13.3

 6  8.3 ～ 11.9 8.4 ～ 12.0 8.5 ～12.1 8.6 ～ 12.2 8.7 ～ 12.3 8.8 ～ 12.4 8.9 ～12.5 9.0 ～ 12.6 9.1 ～ 12.7 9.2 ～ 12.8 9.3 ～ 12.9

職 7  8.6 ～ 11.6 8.7 ～ 11.7 8.8 ～11.8 8.9 ～ 11.9 9.0 ～ 12.0 9.1 ～ 12.1 9.2 ～12.2 9.3 ～ 12.3 9.4 ～ 12.4 9.5 ～ 12.5 9.5 ～ 12.6

 8  8.7 ～ 11.4 8.8 ～ 11.5 8.9 ～11.6 9.0 ～ 11.7 9.1 ～ 11.8 9.2 ～ 11.9 9.3 ～12.0 9.4 ～ 12.1 9.5 ～ 12.2 9.6 ～ 12.3 9.7 ～ 12.4

給 9  8.9 ～ 11.2 9.0 ～ 11.3 9.1 ～11.4 9.2 ～ 11.5 9.3 ～ 11.7 9.4 ～ 11.8 9.5 ～11.9 9.6 ～ 12.0 9.7 ～ 12.1 9.8 ～ 12.2 9.9 ～ 12.3

 10  9.0 ～ 11.1 9.1 ～ 11.2 9.2 ～11.3 9.3 ～ 11.4 9.4 ～ 11.5 9.5 ～ 11.6 9.6 ～11.7 9.7 ～ 11.8 9.8 ～ 11.9 9.9 ～ 12.0 10.0 ～ 12.1

付 11  9.1 ～ 11.0 9.2 ～ 11.1 9.3 ～11.2 9.4 ～ 11.3 9.5 ～ 11.4 9.6 ～ 11.5 9.7 ～11.6 9.8 ～ 11.7 9.9 ～ 11.8 10.0 ～ 11.9 10.1 ～ 12.0

 12  9.2 ～ 10.9 9.3 ～ 11.0 9.4 ～11.1 9.5 ～ 11.2 9.6 ～ 11.3 9.7 ～ 11.4 9.8 ～11.5 9.9 ～ 11.6 10.0 ～ 11.7 10.1 ～ 11.8 10.2 ～ 11.9

支 13  9.2 ～ 10.8 9.3 ～ 10.9 9.4 ～11.0 9.5 ～ 11.1 9.6 ～ 11.2 9.7 ～ 11.3 9.8 ～11.5 9.9 ～ 11.6 10.0 ～ 11.7 10.1 ～ 11.8 10.2 ～ 11.9

 14  9.3 ～ 10.8 9.4 ～ 10.9 9.5 ～11.0 9.6 ～ 11.1 9.7 ～ 11.2 9.8 ～ 11.3 9.9 ～11.4 10.0 ～ 11.5 10.1 ～ 11.6 10.2 ～ 11.7 10.3 ～ 11.8

払 15  9.4 ～ 10.7 9.5 ～ 10.8 9.6 ～10.9 9.7 ～ 11.0 9.8 ～ 11.1 9.9 ～ 11.2 9.9 ～11.3 10.0 ～ 11.4 10.1 ～ 11.5 10.2 ～ 11.6 10.3 ～ 11.7

 16  9.4 ～ 10.7 9.5 ～ 10.8 9.6 ～10.9 9.7 ～ 11.0 9.8 ～ 11.1 9.9 ～ 11.2 10.0 ～11.3 10.1 ～ 11.4 10.2 ～ 11.5 10.3 ～ 11.6 10.4 ～ 11.7

時 17  9.4 ～ 10.6 9.5 ～ 10.7 9.6 ～10.8 9.7 ～ 10.9 9.8 ～ 11.0 9.9 ～ 11.1 10.0 ～11.2 10.1 ～ 11.3 10.2 ～ 11.4 10.3 ～ 11.5 10.4 ～ 11.6

 18  9.5 ～ 10.6 9.6 ～ 10.7 9.7 ～10.8 9.8 ～ 10.9 9.9 ～ 11.0 10.0 ～ 11.1 10.1 ～11.2 10.2 ～ 11.3 10.3 ～ 11.4 10.4 ～ 11.5 10.5 ～ 11.6

ま 19  9.5 ～ 10.6 9.6 ～ 10.7 9.7 ～10.8 9.8 ～ 10.9 9.9 ～ 11.0 10.0 ～ 11.1 10.1 ～11.2 10.2 ～ 11.3 10.3 ～ 11.4 10.4 ～ 11.5 10.5 ～ 11.6

 20  9.5 ～ 10.5 9.6 ～ 10.6 9.7 ～10.7 9.8 ～ 10.8 9.9 ～ 10.9 10.0 ～ 11.0 10.1 ～11.1 10.2 ～ 11.2 10.3 ～ 11.3 10.4 ～ 11.4 10.5 ～ 11.5

で 21  9.6 ～ 10.5 9.7 ～ 10.6 9.8 ～10.7 9.9 ～ 10.8 10.0 ～ 10.9 10.0 ～ 11.0 10.1 ～11.1 10.2 ～ 11.2 10.3 ～ 11.3 10.4 ～ 11.4 10.5 ～ 11.5

 22  9.6 ～ 10.5 9.7 ～ 10.6 9.8 ～10.7 9.9 ～ 10.8 10.0 ～ 10.9 10.1 ～ 11.0 10.2 ～11.1 10.3 ～ 11.2 10.4 ～ 11.3 10.5 ～ 11.4 10.6 ～ 11.5

の 23  9.6 ～ 10.5 9.7 ～ 10.6 9.8 ～10.7 9.9 ～ 10.8 10.0 ～ 10.9 10.1 ～ 11.0 10.2 ～11.1 10.3 ～ 11.2 10.4 ～ 11.3 10.5 ～ 11.4 10.6 ～ 11.5

 24  9.6 ～ 10.4 9.7 ～ 10.5 9.8 ～10.6 9.9 ～ 10.7 10.0 ～ 10.8 10.1 ～ 10.9 10.2 ～11.0 10.3 ～ 11.1 10.4 ～ 11.2 10.5 ～ 11.3 10.6 ～ 11.4

平 25  9.6 ～ 10.4 9.7 ～ 10.5 9.8 ～10.6 9.9 ～ 10.7 10.0 ～ 10.8 10.1 ～ 10.9 10.2 ～11.0 10.3 ～ 11.1 10.4 ～ 11.2 10.5 ～ 11.3 10.6 ～ 11.4

 26  9.6 ～ 10.4 9.7 ～ 10.5 9.8 ～10.6 9.9 ～ 10.7 10.0 ～ 10.8 10.1 ～ 10.9 10.2 ～11.0 10.3 ～ 11.1 10.4 ～ 11.2 10.5 ～ 11.3 10.6 ～ 11.4

均 27  9.7 ～ 10.4 9.8 ～ 10.5 9.9 ～10.6 10.0 ～ 10.7 10.1 ～ 10.8 10.2 ～ 10.9 10.3 ～11.0 10.4 ～ 11.1 10.5 ～ 11.2 10.6 ～ 11.3 10.7 ～ 11.4

 28  9.7 ～ 10.4 9.8 ～ 10.5 9.9 ～10.6 10.0 ～ 10.7 10.1 ～ 10.8 10.2 ～ 10.9 10.3 ～11.0 10.4 ～ 11.1 10.5 ～ 11.2 10.6 ～ 11.3 10.7 ～ 11.4

残 29  9.7 ～ 10.4 9.8 ～ 10.5 9.9 ～10.6 10.0 ～ 10.7 10.1 ～ 10.8 10.2 ～ 10.9 10.3 ～11.0 10.4 ～ 11.1 10.5 ～ 11.2 10.6 ～ 11.3 10.7 ～ 11.4

 30  9.7 ～ 10.3 9.8 ～ 10.4 9.9 ～10.5 10.0 ～ 10.6 10.1 ～ 10.7 10.2 ～ 10.8 10.3 ～10.9 10.4 ～ 11.0 10.5 ～ 11.1 10.6 ～ 11.2 10.7 ～ 11.3

存 31  9.7 ～ 10.3 9.8 ～ 10.4 9.9 ～10.5 10.0 ～ 10.6 10.1 ～ 10.7 10.2 ～ 10.8 10.3 ～10.9 10.4 ～ 11.0 10.5 ～ 11.1 10.6 ～ 11.2 10.7 ～ 11.3

 32  9.7 ～ 10.3 9.8 ～ 10.4 9.9 ～10.5 10.0 ～ 10.6 10.1 ～ 10.7 10.2 ～ 10.8 10.3 ～10.9 10.4 ～ 11.0 10.5 ～ 11.1 10.6 ～ 11.2 10.7 ～ 11.3

期 33  9.7 ～ 10.3 9.8 ～ 10.4 9.9 ～10.5 10.0 ～ 10.6 10.1 ～ 10.7 10.2 ～ 10.8 10.3 ～10.9 10.4 ～ 11.0 10.5 ～ 11.1 10.6 ～ 11.2 10.7 ～ 11.3

 34  9.7 ～ 10.3 9.8 ～ 10.4 9.9 ～10.5 10.0 ～ 10.6 10.1 ～ 10.7 10.2 ～ 10.8 10.3 ～10.9 10.4 ～ 11.0 10.5 ～ 11.1 10.6 ～ 11.2 10.7 ～ 11.3

間 35  9.8 ～ 10.3 9.9 ～ 10.4 10.0 ～10.5 10.1 ～ 10.6 10.1 ～ 10.7 10.2 ～ 10.8 10.3 ～10.9 10.4 ～ 11.0 10.5 ～ 11.1 10.6 ～ 11.2 10.7 ～ 11.3

 36  9.8 ～ 10.3 9.9 ～ 10.4 10.0 ～10.5 10.1 ～ 10.6 10.2 ～ 10.7 10.3 ～ 10.8 10.4 ～10.9 10.5 ～ 11.0 10.6 ～ 11.1 10.7 ～ 11.2 10.8 ～ 11.3

 37  9.8 ～ 10.3 9.9 ～ 10.4 10.0 ～10.5 10.1 ～ 10.6 10.2 ～ 10.7 10.3 ～ 10.8 10.4 ～10.9 10.5 ～ 11.0 10.6 ～ 11.1 10.7 ～ 11.2 10.8 ～ 11.3

 38  9.8 ～ 10.3 9.9 ～ 10.4 10.0 ～10.5 10.1 ～ 10.6 10.2 ～ 10.7 10.3 ～ 10.8 10.4 ～10.9 10.5 ～ 11.0 10.6 ～ 11.1 10.7 ～ 11.2 10.8 ～ 11.3

 39  9.8 ～ 10.2 9.9 ～ 10.3 10.0 ～10.4 10.1 ～ 10.5 10.2 ～ 10.6 10.3 ～ 10.7 10.4 ～10.8 10.5 ～ 10.9 10.6 ～ 11.0 10.7 ～ 11.2 10.8 ～ 11.3

 40  9.8 ～ 10.2 9.9 ～ 10.3 10.0 ～10.4 10.1 ～ 10.5 10.2 ～ 10.6 10.3 ～ 10.7 10.4 ～10.8 10.5 ～ 10.9 10.6 ～ 11.0 10.7 ～ 11.1 10.8 ～ 11.2
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別表２  補正幅の違いによる補正精度の比較 
                                           

評価する企業の給付設計・計算基礎率・人員構成等により、補正精度は異なる。以下で

は参考のため、ある計算基礎率と人員構成を想定したうえで、２つの給付設計例に関する

精度を示している。具体的な事例では必ずしも設例に示す精度とならないことに留意を要

する。 
 
【設例１】退職一時金制度 
 

１．制度内容 

給付額（一時金） ＝  勤続年数 × 100,000 円 

 

  ２．計算基礎率   

・予定退職率  ：次表の率 

 

・予定死亡率  ：平成 17 年 3 月 10 日付厚生労働省告示による確定給付企業年金に使

用される率 

 

３．人員構成     

上記計算基礎率に基づく定常人口 （従業員数 2,000 人） 
 
 
 

年齢（歳） 予定退職率（％） 年齢（歳） 予定退職率（％） 年齢（歳） 予定退職率（％）

15 9.834 31 3.027 47 0.246

16 9.933 32 2.582 48 0.212

17 9.974 33 2.219 49 0.197

18 10.089 34 1.920 50 0.206

19 10.166 35 1.664 51 0.247

20 10.108 36 1.440 52 0.316

21 9.950 37 1.245 53 0.419

22 9.680 38 1.074 54 0.560

23 9.232 39 0.931 55 0.720

24 8.595 40 0.806 56 0.885

25 7.802 41 0.696 57 1.077

26 6.896 42 0.598 58 1.293

27 5.961 43 0.509 59 1.498

28 5.060 44 0.427 60 1.662

29 4.256 45 0.357

30 3.576 46 0.295
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補正結果と実際の計算結果との乖離（退職給付債務） 

 
 

（２．０％）

補正幅
（％）

計算結果
（千円）

線形補間
方式（千円）

乖離率
（％）

対数補間
方式（千円）

乖離率
（％）

0.2 1.9 2.1 2,528,246 2,528,487 0.010 2,528,329 0.003

0.4 1.8 2.2 2,528,246 2,529,210 0.038 2,528,576 0.013

0.6 1.7 2.3 2,528,246 2,530,417 0.086 2,528,990 0.029

0.8 1.6 2.4 2,528,246 2,532,101 0.152 2,529,563 0.052

1.0 1.5 2.5 2,528,246 2,534,276 0.238 2,530,308 0.082

1.2 1.4 2.6 2,528,246 2,536,934 0.344 2,531,216 0.117

1.4 1.3 2.7 2,528,246 2,540,076 0.468 2,532,287 0.160

1.6 1.2 2.8 2,528,246 2,543,709 0.612 2,533,526 0.209

1.8 1.1 2.9 2,528,246 2,547,833 0.775 2,534,931 0.264

2.0 1.0 3.0 2,528,246 2,552,451 0.957 2,536,502 0.327

2.2 0.9 3.1 2,528,246 2,557,563 1.160 2,538,238 0.395

2.4 0.8 3.2 2,528,246 2,563,175 1.382 2,540,142 0.471

2.6 0.7 3.3 2,528,246 2,569,291 1.623 2,542,215 0.553

2.8 0.6 3.4 2,528,246 2,575,912 1.885 2,544,455 0.641

3.0 0.5 3.5 2,528,246 2,583,042 2.167 2,546,862 0.736

（３．０％）

補正幅
（％）

計算結果
（千円）

線形補間
方式（千円）

乖離率
（％）

対数補間
方式（千円）

乖離率
（％）

0.2 2.9 3.1 2,279,700 2,279,893 0.008 2,279,768 0.003

0.4 2.8 3.2 2,279,700 2,280,470 0.034 2,279,970 0.012

0.6 2.7 3.3 2,279,700 2,281,436 0.076 2,280,312 0.027

0.8 2.6 3.4 2,279,700 2,282,790 0.136 2,280,791 0.048

1.0 2.5 3.5 2,279,700 2,284,528 0.212 2,281,403 0.075

1.2 2.4 3.6 2,279,700 2,286,655 0.305 2,282,151 0.108

1.4 2.3 3.7 2,279,700 2,289,174 0.416 2,283,039 0.146

1.6 2.2 3.8 2,279,700 2,292,083 0.543 2,284,062 0.191

1.8 2.1 3.9 2,279,700 2,295,386 0.688 2,285,224 0.242

2.0 2.0 4.0 2,279,700 2,299,083 0.850 2,286,523 0.299

2.2 1.9 4.1 2,279,700 2,303,175 1.030 2,287,958 0.362

2.4 1.8 4.2 2,279,700 2,307,668 1.227 2,289,533 0.431

2.6 1.7 4.3 2,279,700 2,312,560 1.441 2,291,243 0.506

2.8 1.6 4.4 2,279,700 2,317,858 1.674 2,293,095 0.588

3.0 1.5 4.5 2,279,700 2,323,564 1.924 2,295,086 0.675

補正計算の基礎
とした割引率 （％）

補正計算の基礎
とした割引率 （％）
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【設例２】企業年金制度 
 

１．制度内容 

・給付額（年金）  

＝  勤続年数 × 100,000 円 ÷ 143.94943（利率 3.0％・15 年確定現価率） 

        × 脱退時年齢に応じた次の率 

 

・60 歳開始 15 年保証期間付終身年金  

 

２．計算基礎率   

・予定退職率   ： 設例１と同じ 

・予定死亡率   ： 平成 17 年 3 月 10 日付厚生労働省告示による確定給付企業年金

に使用される率 

・予定一時金選択率  ： ０.０％（全員が年金を全部選択する前提） 

 

３．人員構成    上記計算基礎率に基づく定常人口（※） （従業員数 2,000 人） 

      ※  年金者が存在しない定常人口を想定 
 

 
 
 

脱退時
年齢（歳）

率
脱退時

年齢（歳）
率

脱退時
年齢（歳）

率

15 3.782 31 2.357 47 1.469

16 3.671 32 2.288 48 1.426

17 3.565 33 2.221 49 1.384

18 3.461 34 2.157 50 1.344

19 3.360 35 2.094 51 1.305

20 3.262 36 2.033 52 1.267

21 3.167 37 1.974 53 1.230

22 3.075 38 1.916 54 1.194

23 2.985 39 1.860 55 1.159

24 2.898 40 1.806 56 1.126

25 2.814 41 1.754 57 1.093

26 2.732 42 1.702 58 1.061

27 2.652 43 1.653 59 1.030

28 2.575 44 1.605 60 1.000

29 2.500 45 1.558

30 2.427 46 1.513
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補正結果と実際の計算結果との乖離（退職給付債務） 

 

 

（２．０％）

補正幅
（％）

計算結果
（千円）

線形補間
方式（千円）

乖離率
（％）

対数補間
方式（千円）

乖離率
（％）

0.2 1.9 2.1 3,990,571 3,992,086 0.038 3,990,874 0.008

0.4 1.8 2.2 3,990,571 3,996,633 0.152 3,991,783 0.030

0.6 1.7 2.3 3,990,571 4,004,223 0.342 3,993,301 0.068

0.8 1.6 2.4 3,990,571 4,014,856 0.609 3,995,418 0.121

1.0 1.5 2.5 3,990,571 4,028,566 0.952 3,998,154 0.190

1.2 1.4 2.6 3,990,571 4,045,363 1.373 4,001,495 0.274

1.4 1.3 2.7 3,990,571 4,065,272 1.872 4,005,443 0.373

1.6 1.2 2.8 3,990,571 4,088,330 2.450 4,010,006 0.487

1.8 1.1 2.9 3,990,571 4,114,576 3.107 4,015,189 0.617

2.0 1.0 3.0 3,990,571 4,144,047 3.846 4,020,986 0.762

2.2 0.9 3.1 3,990,571 4,176,786 4.666 4,027,400 0.923

2.4 0.8 3.2 3,990,571 4,212,850 5.570 4,034,438 1.099

2.6 0.7 3.3 3,990,571 4,252,298 6.559 4,042,106 1.291

2.8 0.6 3.4 3,990,571 4,295,190 7.633 4,050,402 1.499

3.0 0.5 3.5 3,990,571 4,341,595 8.796 4,059,330 1.723

（３．０％）

補正幅
（％）

計算結果
（千円）

線形補間
方式（千円）

乖離率
（％）

対数補間
方式（千円）

乖離率
（％）

0.2 2.9 3.1 3,160,981 3,162,036 0.033 3,161,203 0.007

0.4 2.8 3.2 3,160,981 3,165,193 0.133 3,161,860 0.028

0.6 2.7 3.3 3,160,981 3,170,471 0.300 3,162,966 0.063

0.8 2.6 3.4 3,160,981 3,177,870 0.534 3,164,515 0.112

1.0 2.5 3.5 3,160,981 3,187,396 0.836 3,166,501 0.175

1.2 2.4 3.6 3,160,981 3,199,066 1.205 3,168,932 0.252

1.4 2.3 3.7 3,160,981 3,212,903 1.643 3,171,811 0.343

1.6 2.2 3.8 3,160,981 3,228,918 2.149 3,175,134 0.448

1.8 2.1 3.9 3,160,981 3,247,141 2.726 3,178,908 0.567

2.0 2.0 4.0 3,160,981 3,267,592 3.373 3,183,127 0.701

2.2 1.9 4.1 3,160,981 3,290,303 4.091 3,187,798 0.848

2.4 1.8 4.2 3,160,981 3,315,311 4.882 3,192,925 1.011

2.6 1.7 4.3 3,160,981 3,342,645 5.747 3,198,503 1.187

2.8 1.6 4.4 3,160,981 3,372,351 6.687 3,204,542 1.378

3.0 1.5 4.5 3,160,981 3,404,470 7.703 3,211,042 1.584

補正計算の基礎
とした割引率 （％）

補正計算の基礎
とした割引率 （％）
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別表３  内分補正と外分補正の補正精度の比較                               

評価する企業の給付設計・計算基礎率・人員構成等により、補正精度は異なる。以下で

は参考のため、ある計算基礎率と人員構成を想定したうえで、２つの給付設計例に関する

精度を示している。具体的な事例では必ずしも設例に示す精度とならないことに留意を要

する。 
 

【設例１】退職一時金制度（内容は別表２の設例１と同じ） 
 

補正結果と実際の計算結果との乖離（退職給付債務） 

○ 割引率 2.0％と 2.5％の計算結果を使用して補正 

○ 割引率 2.0％と 3.0％の計算結果を使用して補正 
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【設例２】企業年金制度（内容は別表２の設例２と同じ） 

補正結果と実際の計算結果との乖離（退職給付債務） 

○  割引率 2.0％と 2.5％の計算結果を使用して補正 

 
○  割引率 2.0％と 3.0％の計算結果を使用して補正 

 


